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○

〔
轟
じ
て
保

市
長
選

ま
し
ょ
う
〕の

投
票
日

船
橋
の
未
来
は

あ
な
た
の
一
票

7
月
7
日
㈲
は
、
市
長
選
挙
の
投
票
日

で
す
。私

達
の
生
活
に
最
も
密
接
な
市
政
を
託

す
人
を
選
ぶ
、
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
あ
な
た
の
尊
い
一
票
を

活
か
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
は
市
政
参
加
の
昇
一
歩
で
す
。

投
票
で
牒
る
人

市
長
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
日
本
国
民
で
、
倍
和
4
0
年
7
月

8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

0
6
0
年
3
月
期
首
ま
で
に
船
橋
市

に
転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き

3
か
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登

錬
さ
れ
て
い
る
人
。

※
以
上
の
条
件
を
満
た
し
て
も
、

投
票
日
前
に
市
外
に
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
寮
所
の
入
場
整
理
券

入
場
整
理
券
は
、
1
枚
の
ハ
ガ

キ
に
3
人
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
人
の
分
を
必
ず
切
り
は
な

し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
、
又

は
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投
票
で

き
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
を

変
え
た
人
は

6
月
2
2
日
ま
で
に
、
転
居
の
届

出
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
人
は
、

転
居
先
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
6
月
2
3
日
以
降
に
転
居
届
出

を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
票
は
即
日

≡
雪
雲
7
日
竿
挨
8
時
か
ら

運
軒
公
選
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

霊
京
祝
は
、
次
の
場
所
に
設

宿題すませたの・…‥
お母さんこそ投票すませたの

一一‥一事

⊥

投
票
時
間
は

捕
7
時
～
用
6
時

直
さ
れ
る
開
票
速
報
坂
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
運
動
公
園
体
育
館
　
○
中
央
公

民
館
　
○
西
部
公
民
館
　
〇
二
宮

出
張
所
　
〇
二
和
公
民
館

又
、
候
補
者
別
の
得
票
状
況
に

つ
い
て
の
問
合
せ
電
話
を
設
置
し

ま
す
。
利
用
時
間
午
後
9
時
1
5
分

～
開
票
終
了
ま
で
※
時
間
帯
に
よ

っ
て
は
つ
な
が
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
B
⑳
3
8
2
5

選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

候
補
者
の
経
歴
、
政
見
な
ど
を

掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を
7
月

4
日
の
新
聞
（
朝
刊
）
に
折
込
ん

で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
選

挙
公
報
は
、
各
出
張
所
、
連
絡
所
、

公
民
館
に
も
用
意
さ
れ
ま
す
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
へ

か
ら
だ
が
不
自
由
な
人
や
、
字

を
書
け
な
い
人
に
は
、
係
員
が
投

票
の
秘
密
を
侵
す
こ
と
な
く
、
投

票
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。
又
、

目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
に
よ
る

投
票
も
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
変
更

第
1
2
投
票
所
の
日
枝
神
社
海
五

集
会
所
は
改
築
中
の
た
め
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り
葺

附
一
絹
摘
絹
は

不
在
者
投
票
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

7
月
6
日
腔
市
役
所
6
階
で
受
付

曇
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
、
や
む
を
得
ず
投
票
所
に
行
け

採
、
工
は
、
事
前
に
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日

都
会
が
悪
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
湯
合
は
、
ぜ
へ
）
ご
利
鞘
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
　
7
月
6
日
出
ま
で

受
付
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
ま
で

場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役

所
6
階
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
認
印
、
入
場

整
理
券
（
な
く
て
も
可
）

不

在

者

投

票

に

行

け

な

い

人

は

す
で
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た

め
に
、
他
の
市
町
村
に
滞
在
中
で
、

投
票
日
ま
で
に
帰
れ
な
い
人
は
、

滞
在
地
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
滞

在
地
又
は
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

又
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
し
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
院
・
入
所

先
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
内
の
死
亡
者

す

で

に

1

8

7

人

県
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
急

増
、
4
月
中
旬
ま
で
に
愛
知
県

の
事
故
死
亡
者
数
を
抜
い
て
全

国
一
位
と
喜
べ
な
い
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
死
亡
者

数
は
、
こ
れ
ま
で
に
昨
年
同
期

を
3
3
人
も
上
回
る
1
8
7
人
と

大
変
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
、
警
察
や
県
、

市
で
は
年
内
い
っ
ぱ
い
「
緊
急

特
別
対
策
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
と
歩
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
努

力
を
す
れ
ば
必
ず
防
げ
る
も

の
で
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を

み
ん
な
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
ド
違
反
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
の
は

な
ん
と
い
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
安
全
運
転
の
第
一

の
心
得
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
出

さ
な
い
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
死
亡
事
故
の
大
半

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
防
げ
た
も
の
ば
か
り
で

す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た

の
命
綱
で
す
。
面
倒
が
ら
ず
に

習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う

二
、
こ
ど
も
の
飛
び
出
し
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

二
「
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う

四
、
二
輪
車
に
乗
る
人
は
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

船
橋
西
警
察
署

船
橋
東
警
察
署

市
交
通
安
全
対
策
課

シートベルトはドライバーの命綱
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ヽ動公 プール ・大穴 民プール

（
運
動
公
薗
プ
ー
ル
）

交
通
　
国
鉄
船
橋
駅
北
口
か
ら
新

京
成
バ
ス
（
6
・
7
・
8
番
線

た
だ
し
、
医
療
セ
ン
タ
ー
経
由

金
杉
台
団
地
行
は
除
く
）
で
市

立
体
育
館
前
下
車
、
徒
歩
3
分
。

B

⑳

4

4

6

1

（
大
穴
市
民
プ
ー
ル
）

交
通
　
新
京
成
高
根
公
団
駅
か
ら

さ
つ
き
台
行
バ
ス
で
市
民
プ
ー

ル
下
車
。
ま
た
は
高
根
公
田
駅

か
ら
徒
歩
約
1
0
分

畠

駒

T

1

2

7

（
利
用
日
・
時
間
）

7
月
1
日
㈲
～
9
月
1
日
㈲

（
孝
豪
は
午
後
1
時
～
7
時
、

た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
前
9
時

～
午
後
7
時
。
鬼
～
鬼
は
午
前

9
時
～
午
後
7
時
。
労
は
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）

※
午
後
5
時
以
降
は
中
学
生
以
下

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
運
動
公
園
プ
ー
ル
は
、
鬼
㈲
・

％
㈹
・
％
㈹
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

（
鬼
は
午
後
3
時
以
降
、
一
般
開

放
）

（
利
用
料
金
）

大
人
2
0
0
円
、
小
・
中
学
生

2
0
円
（
2
時
間
以
内
）
。
2
時
間
を

越
え
た
場
合
、
1
時
間
に
つ
き
大

人
1
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1
0
円

増
（
1
時
間
未
満
で
も
1
時
間
と

し
ま
す
）

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
は
1
0
円

（
利
用
上
の
お
願
い
）

▽
利
用
者
の
事
故
防
止
と
健
康
管

理
上
、
1
時
間
ご
と
に
休
憩
時
間

を
設
け
ま
す
。

▽
プ
ー
ル
内
で
は
、
メ
ガ
ネ
、
水

中
メ
ガ
ネ
、
足
ヒ
レ
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
ル
、
時
計
、
オ
リ
ー
ブ
油
な
ど

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
場
内
で
の
喫
煙
、
飲
食
は
禁
止

で
す
。

▽
水
温
2
2
度
以
下
、
荒
天
、
ロ
ッ

カ
ー
が
満
員
の
場
合
、
入
場
を
中

止
、
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
内
で
は
履
物
を
は
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
プ
ー
ル
の
利
用
券
は
自
動
販
売

で
す
の
で
、
小
銭
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

▽
車
・
自
転
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

徒渉池は
7月20日から泳げるゾ

チ
ピ
ッ
コ
の
皆
さ
ん
、
お
待

た
せ
し
ま
し
た
！
、
薬
円
合
公

園
内
の
徒
渉
池
を
7
月
2
0
日
田

か
ら
開
放
し
ま
す
。

事
故
の
な
い
よ
う
き
ま
り
を

守
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
く
だ
さ

い
。

期
間
　
7
月
2
0
日
～
8
月
2
5
日

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

料
金
　
無
料小

学
校
低
学
年
以
下

の
お
子
さ
ん
を
対
象

小学校プール

開　　放

（55校）

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
大

人
の
人
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
公
園
緑
地
課
含
⑳
2
5
5
5
）

市
内
小
学
校
（
5
5
校
）
の
プ
ー

ル
を
み
な
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

利
用
希
望
者
は
、
直
接
プ
ー
ル
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

開
放
校
　
下
表
の
と
お
り

開
放
期
間
　
A
ブ
ロ
ッ
ク
8
7
月

2
2
日
脚
～
3
1
日
㈹
　
B
ブ
ロ
ッ

ク
⑮
8
月
3
日
田
～
1
2
日
脚

開
放
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1

時
2
0
分
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
2
0
分

対
象
　
小
学
生
以
上
（
幼
児
の
入

場
は
保
護
者
同
伴
で
も
不
可
）

（
利
用
上
の
お
願
い
）

▽
プ
ー
ル
内
で
は
、
メ
ガ
ネ
・
水

中
メ
ガ
ネ
・
時
計
・
ゴ
ム
ボ
ー
ト
・

う
き
輪
・
オ
リ
ー
ブ
油
な
ど
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
水
温
2
4
度
以
下
、
荒
天
の
場
合

は
入
場
を
中
止
、
満
員
の
場
合
は

入
場
を
制
限
し
ま
す

▽
脱
衣
を
入
れ
る
バ
ッ
グ
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
衛
生
上
、
水
泳
帽
を
か
ぶ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

▽
学
校
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
、
自
転
車
で
の
来
校

ほ
お
断
り
し
ま
す
。

問
合
せ
　
社
会
体
育
諜
（
会
⑳
2

9
1
3
）

※
学
校
へ
の
問
合
せ
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

プール開放校組合せ一覧表
A B

行　 田　 東　 小　 芋　 校 行　 田　 西　 小　 学　 校

芝　 山　 東　 小　 学　 校 芝　 山　 西　 小　 学　 校
幕　 飾　 ′1、 学　 校 小　 乗　 原　 小　 学　 校

法　 典　 小　 学　 校 法　 典・肉　 小　 学　 校

丸　 山　 小　 学　 校 法　 典　 東　 小　 事　 棲

八　 栄　 小　 学　 棲 塚　 田　 小　 学　 校

三　 山　 ′J、 学　 校 三　 山　 東　 小　 学　 校

団 審 野 丼 小 学 校 薬 円 台 南 ′ト学 校
桑　 門　 台　 小　 学　 校 ”二　宮　 小　 一学　 校

前　 原　 ′ト　 学　 校 中　 野　 木　 小　 学　 綾

飯　 山　滴　 小　 学　 校 飯 山 満 南 小 学 校

高　 郷　 小　 学　 校 七　 林－　4 、 学　 校

古　 和　 釜　 小　学　 校 豊　 富　 ′ト　 学　 校

大　 穴　 北　 小　 学　 校 大　 穴　 ′ト ’学　 校

習志野台第二小学校 坪　 井　 ′ト　 学　 校

高根 台 第二 ′j、学 校 習志野台宗一小学校

高根 台 第小 中学 校 高根 台 第三小 学校

八 木 が谷北小 ユ校 八 木 が 谷 小 学 校

咲　 が 丘　 小　 学　 校 三　 咲　 小　 学　 校

金　 杉　 台　 小 学　 校 二　 部　 小　 学　 校

海　 神　 ′j、 学　 校 西　 海　 神　 ′j、学　 校

南　 本　 騨丁　4 、学∵校 海　 神　 南　 小　 学　 校

i奏　 町　 小　 学　 校 船　 橋　 小　 学　 校

峰　 台・ 4、 学　 校 市　 域　 小　 学　 校

若　 松　 小　 学　 校 宮　 本　 小　 学　 校

夏　 見　 台　 小　 学　 ま交 高　 根　 小　 学　 校

金　 杉　 小　 学　 校 高　 根　 東　 小　 学　 校

小　 宴　 小　 学　 校

瑚
l
雲
咽
は
7
月
1
3
日
か
ら

ー
ノ

宇宙刑事シャリバン

つ
ゆ
が
明
け
れ
ば
夏
本
番
。
海

浜
公
園
の
プ
ー
ル
も
7
月
1
3
日
田

に
オ
ー
プ
ン
で
す
。

今
年
も
、
流
れ
る
プ
ー
ル
や
ス

ラ
イ
ダ
ー
が
み
な
さ
ん
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

利
用
B
・
時
間

9
月
1
日
脚

後
5
時

プ
ー
ル
の
種
類

7
月
1
3
日
出
～

午
前
9
時
～
午

1

周

3

0

0

m

の
流
れ
る
プ
ー
ル
、
ち
び
っ
子

プ
ー
ル
、
幼
児
プ
ー
ル
、
ス
ラ

イ
ダ
ー

料
金
　
大
人
7
0
0
円
、
小
・
申

学
生
4
0
0
円
、
幼
児
（
4
歳

児
以
上
）
2
0
0
円

※
2
5
人
以
上
の
団
体
は
、
1
人
5
0

円
割
引
し
ま
す
。

交
通
　
◇
バ
ス
　
7
月
2
1
日
㈲
か
．

ら
直
通
バ
ス
運
行
※
船
橋
駅

南
口
6
番
〇
り
ぼ
（
京
成
船
橋

駅
先
三
井
忘
託
銀
行
前
）

◇
タ
ク
シ
‥
国
鉄
船
橋
、
西

船
橋
駅
か
ら
約
1
5
分

◇
草
　
東
京
湾
岸
道
路
を
東
京

方
面
に
向
っ
て
二
俣
交
差
点
で

左
折

駐
車
料
金
　
言
通
草
3
0
0
円
、

▽
宇
宙
刑
事
シ
ャ
リ
バ
ン
シ
ョ
ー

（
7
月
1
4
日
㈲
・
9
月
1
日
価
）

▽
キ
ン
肉
マ
ン
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー

（
8
月
7
日
㈹
）

▽
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
シ
ョ
ー

（
8
月
1
4
日
㈹
・
2
1
日
㈹
）

海
浜
公
園
に
は
プ
ー
ル
の
ほ
か

野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ク
ロ

ッ
ケ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
ミ
ニ
カ
ー
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ご
家
族
で

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
海
浜
公
園
食
管
X
U

2
8
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
け
回
市
民
登
山
教
室

［
甘
程
0
7
月
1
0
日
㈱
午
後
8

時
～
∩
ロ
持
碁
机
上
講
習
　
0
2
0

日
田
、
2
1
日
脚
8
実
地
登
山
（
丹

沢
）
　
費
用
1
0
0
0
円
（
交

通
費
は
自
己
負
担
）
　
定
員
先

着
2
0
人
　
対
象
満
1
8
歳
以
上
で

一
般
登
山
の
で
き
る
人
　
申

込
み
電
話
で
山
崎
合
⑳
9
2
7

0
※
夜
間
、
勝
8
℡
⑳
3
1
5

7
へ

市
民
夜
間
テ
ニ
ス
教
室

□
日
時
7
月
2
4
日
～
8
月
2
1
日

毎
週
㈱
午
後
6
時
3
0
分
～
午
後

7
時
　
場
所
運
動
公
園
　
対
象

高
校
生
以
上
の
市
民
　
定
員
4
0

人
　
持
ち
物
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ

ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る

服
装
　
保
険
料
1
0
0
円
（
申

込
日
持
参
）
　
申
込
み
7
月
1
7

日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
～
4
5
分
ま

で
に
体
育
施
設
管
理
事
務
所
2

階
へ
（
時
間
厳
守
、
多
数
の
と

き
抽
選
、
代
理
申
込
み
不
可
）

船
橋
子
ど
も
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

口
期
日
7
月
2
1
日
嘩
2
8
日
脚

場
所
運
動
公
置
自
由
広
場
　
申

込
み
船
橋
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

・
田
野
含
⑳
2
0
0
0
へ

中
学
校
ナ
イ
タ
ー
8
月
分
抽
選
会

□
日
時
7
月
2
0
日
田
午
後
7
時

～
　
場
所
体
育
施
設
管
理
事
務

所
2
階
　
持
ち
物
登
録
証
、
印

鑑
、
使
用
料

県
民
卓
球
大
会

船
橋
市
予
選
会
…

ロ
日
時
8
月
4
日
脚
午
前
9
時

3
0
分
　
場
所
運
動
公
園
体
育
館

種
目
○
個
人
戦
〓
般
男
女
、

高
校
男
女
、
壮
年
男
女
※
4
0
歳

以
上
）
　
○
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
男

子
）
　
資
格
市
内
在
住
の
人
（
大

学
生
は
不
可
）
　
申
込
み
7
月

2
5
日
ま
で
に
船
橋
而
卓
球
協
会

事
務
局
・
オ
オ
ヤ
密
⑳
2
1
2

4
へ

県
立
高
校
の
運
動
場
開
放

□
日
時
・
問
合
せ
を
表
の
と
お
リ

運動場を開放する学校
学校名 種　　 目 開放時 間 問 合 せ

二和 軟 式　野 球 日・祭日の午 社会体育課

高校 ソフトボール
サ　 ッ　カ　ー

前6：00～8：30 ℡⑯2913

豊富 少 年　野 球 E ・祭日の午 豊富高校

高校 ソフトボール 前6：00～9：00 ℡㊥5200

船橋東 軟 式　野 球 日・祭日の午 船橋東高校

高校 ソフトボール 前6：00～8：00 ℡⑯1212

国
家
公
務
員
船
穂
体
育
セ
ン
タ
ー

一
行
田
町
一
利
用
者
の
第
二
次
募
集

［
利
用
の
で
き
る
施
設
野
球
場

庭
球
場
、
体
育
室
、
室
内
プ
ー

ル
　
利
用
日
時
体
育
セ
ン
タ
ー

の
休
館
日
を
除
く
毎
日
で
、
空

い
て
い
る
午
前
9
時
～
午
後
5

時
　
対
象
1
・
0
人
（
未
就
学
児
を

除
く
）
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
に
鵠
入
し
て
い
る
団
体

申
込
み
7
月
1
日
㈲
～
1
2
日
齢

ま
で
に
体
育
施
設
管
理
事
務

所
に
登
録
名
簿
を
提
出

（3）　　　　地軸　　　　　　　　虚報

産
業
ま
つ
り
で
す

船
橋
の
夏
と
い
え
ば
産
業
ま
つ
り
で
す
。
今
年
も
ミ
ス

船
橋
コ
ン
テ
ス
ト
を
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
、
ジ
ョ
イ
ア
ン

ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ェ
ア
、
市
民
ま
つ
り
、
私
が
あ
げ
る

花
火
大
会
を
行
う
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

栄冠は誰の頭上に

，85

ミス船橋コンテ和

ん
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
7
月
1
3
日
出
　
午

場
所
　
西
武
百
貨
店
船
橋

屋
上
（
緑
と
彫
刻
の
庭

私
が
あ
川

7

　

月

　

1

0

日

申

込

み

受

あ
な
た
の
思
い
を
花
火

7
月
1
3
日
は
、
船
橋
の
チ
ャ
ー

ム
シ
ン
ボ
ル
を
決
定
す
る
「
ミ
ス

船
橋
コ
ン
テ
ス
ト
」
。

当
日
は
、
ア
イ
ド
ル
歌
手
（
辻

沢
香
子
・
早
川
め
ぐ
み
）
に
よ
る

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

入
場
者
の
皆
さ
ん
に
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
当
た
る
抽
せ

て
打
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か

8
月
3
日
に
行
わ
れ
る

あ
げ
る
花
火
大
会
」

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

花
火
の
種
類
・
料
金
　
下

お
り
・

7
月
1
0
日
ま
で

第2回市議会定例会

議長に田久保尚俊氏
各常任委員会委員も決まる

第
2
回
市
議
会
定
例
会
が
6
月

3
日
か
ら
1
8
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
議
長
に
田
久
保
尚
俊

氏
、
副
議
長
に
椎
名
政
雄
氏
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
各
常
任
委
員
会
、

各
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
出
と

正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、

下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
種
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
と
監
査
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

∩
芋
葉
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

滝
口
三
郎

〇
十
葉
県
競
輪
組
合
議
会
議
屠

長
谷
川
勝
巳
　
本
間
清
吉

〇
四
市
複
合
事
務
組
合
議
会
議
員

安
藤
久
子
　
矢
野
正
男

田
久
保
友
吉
　
佐
川
隆

［
軽
西
地
区
環
境
整
備
参

議
会
議
畠

米
井
昌
夫
　
池
沢
敏
夫

∩
監
査
委
員

林
　
利
嗣
　
千
葉
　
満

∩
農
業
委
員

蚕雄控堕 要 録 ‾0婆中で げ ）富芸　 ▼
委 射

員 会　 主

長 運 、
宮　 ラ

L

花 火 の 種 類 値　　　　　 段 花 ！▽ 票 慧 芸 警 程 ！

＿火 」 、．7 日13 日 三

3 号玉 （旧 3 寸玉） 4，000円
4　 〃 （ク4 ク ） ！　　　　 5，00 0円

5　〃　 （ク5　 〃 ）　　　　　　　　 7，0（氾円

6　ク　 （ク6　 ク ） 12，㈱ 円

普 骨 亨

四 会　 ぷ
郎　　　 し

l　’′　　＼‘r　J　　′ア　　ノ l　　　　　 ZU，UU U H　 ニ 大

∠ ゝ

7 日20 日 せ　　　　 I

▽ 市 民 ま つ り

8　ケ　 （ヶ8　 ク ） 32．00 0円

10　ノシ　 （旧尺玉 ） 47，00 0円

1
1 ス　　　 ー　　　 ィ　 、 ′♪　 150，00 0円 7 日21 日　 旧）
7

7

1

タ　　　 マ　　　 ノ
（速 射 連 発 ）

中　 200 ．000円 ユ ニ ▽ 誓 雷 霊 警 大 会 i
大　　 250，00 0円

仕　 j卦　 花　 火 400，000 円

メ
イ
ド
イ
ン
ふ
な
ば
し

第
3
8
回
県
民
体
育
大
会

0
期
日
○
夏
期
大
会
8
月
3
1
日

田
．
9
月
1
日
倒
、
○
秋
期
大

会
1
0
月
5
日
出
・
6
日
倒
　
申

込
み
を
表
連
絡
者
へ

市
内
の
工
業
製
品
の

展
　
示
　
と
　
即
　
売

市
内
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品

を
展
示
、
即
売
し
ま
す
。

会
期
　
7
月
1
9
日
幽
～
2
1
日
㈲

場
所
　
市
民
文
化
ホ
ー
ル
前
広
場

産
業
ま
つ
り
に
関

す
る
お
聞
合
せ
は

商

工

振

興

課

℡

⑯

2

4

7

2

へ

帝美術展泉質

第38回県民体育大会　種目・申込み先
種　　　 目 連絡者氏 名 T　 E　 L 種　　　 目 連絡者氏名 T　 E　 L

水　　　　　 泳 鳥光　　 功 （64）1933 レ　ス リ　 ン　グ 佐藤　 秀男 （68）518 4

ヨ　　　 ッ　　 ト 石井　 英行 （35）070 7 ク　レ　ー　射 撃 佐藤　　 勇 （34）1814

野　　　　　 球 津川　　 宏 （33）204 0 空　　 手　　 道 山下　　 仁 （31）470 1

陸　 上　 競　 技 林　　　 昭 ¢2）5516市立船橋高 ラグビー・フットボール 石井　 重夫 （66）214 1 自衛隊

バスケットボール 一山本　　 均 （22）81豆7宮本中 相　　　　　 撲 石田　 一二 （66）214 1 自衛隊

バ レー ボ ー ル ，関根　 誠治 （79）3000三山中 銃　　 剣　　 遺 東田　　 繁 （66）2141 自衛隊

軟　 式　 庭　 球 萩原　 文良 （65）770 2 ラ イ フ ル射 撃 中西　 典男 （47）2926

卓　　　　　 球 門 田頁市郎 （38）576 2 自　　 転　　 車 瀬尾　 正息 （31）118 8

柔　　　　　 道 金子　 武 夫 （22）1886 バ ド ミ　ン ト　ン 実沢　 利雄 （38）0671

剣　　　　　 道 西 山　 征洋 （66）214 1自衛隊 を　 ぎ　 な　 た 伊原　 啓子 （66）576 6

サ　 ッ　 カ　 ー 柴 田　 昭 一 （39 ）5122 県立梱高 ア ー チ ェ リー 小川　 優 光 （66）2320

ソ フ トボ ー ル 田野　 広平 （38）2000夏見台小 ボ　 ウ リ　 ン　グ 渡辺　 宏 文 （22）3607

テ　　　 ニ　　　 ス 鈴木　　 賓 （23）0824 ハ ン ドボ ー ル 柴崎　 秀逸 （36）2913社全体考課

体　　　　　 操 高橋　 政 明 （57）2030豊富中 ゴ　　 ル　　 フ 安間　 章浩 （33）028 1

ボ　 ク　シ　 ン　グ 保：坂　　 明 0472 （57）9870 弓　　　　　 道 鈴木　 和 文 （67）446 4

山　　　　　 岳 浅野　 俊昭 0471留別581清水高 フ ェ ン シ　ン グ 平井　 正志 （66）1117 日大習志野高

ウェイトリフティング 山口　 俊葺 （33）121 1

正しい選挙で住みよい船橋（若驚完憲）

田
久
保
捷
三
　
佐
原
正
幸

中
村
　
伸
　
佐
藤
　
匿

伊
藤
浅
由

副
委
員
長
　
芳
賀
達
朗

委
員
　
米
井
昌
夫
　
林
　
利
嗣

佐
原
正
幸
　
和
田
善
行

春
田
嘉
文
　
中
村
　
仲

佐
藤
　
酵
　
櫛
田
信
明

本
間
清
吉
　
伊
藤
浅
由

千
葉
　
満
　
川
崎
忠
治

大
沢
　
久

市
民
の
美
術
展
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
「
市
展
」
が
6
月
1
5
日

か
ら
2
3
日
ま
で
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
を
上
ま
わ
る
4
7
7
点
の

力
作
が
出
品
さ
れ
、
慎
重
な
審
査

の
結
果
、
次
の
と
お
り
各
貿
入
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。－

　
敬
称
略

副議長椎名政雄氏　議長田久保尚俊氏

市議会芸宗霊宝芸の構成
◎委員長　　○副委員長

委　　　 員　　　 氏　　　 名

常

任

委

員

∠ゝ
六

総

務

◎徳江　 栄進 （第 2 ）　　 ○佐藤　 正 吾（無）
長 谷川勝 巳 （第 1 ）　　　 矢野　 正男 （市）
滝 口　 四郎 （第 2 ）　　　 橋 田　 信 明（自）
村 出　 一郎 （公）　　　　 市川　 義平 （公）
川崎　 忠 治（共）　　　　 木村　 久子 （社）

厚
◎小池　 英一 （民）　　　 ○稲葉　 了登子 （市）

大 沢　 元吉（第 1 ）　　　 和田　 善行 （政）
田久保 尚俊 （政）　　　　 大久保博 夫（第 2 ）

生
松崎　 節 生（自）　　　　 村岡　 晴彦 （公）
佐川　 隆雄 （公）　　　　 千葉　　 満 （杜）

経

◎滝 口　 宗 治（第 1 ）　　 ○高橋　　 徹 （第 2 ）

瀬山　 孝一 （第 1 ）　　　 中村　　 伸 （市）
済 佐藤　 哲夫 （政）　　　　 椎名　 政雄 （公）
衛 倍田　 賢 司（公）　　　　 中台　 久男 （社）
生 松永　 勝進 （社）　　　　 林　　 栄蔵 （無）

大森専四夫 （民）

建
◎春田　 嘉文 （市）　　　 ○田久保捷 三 （第 1 ）

林　　 利嗣 （第 1 ）　　　 佐原　 正幸 （政）
滝口　 三郎 （市）　　　　 佐藤　　 昭 （第 2 ）

ラメも∂又

芳賀　 達朗 （公）　　　　 中江　 昌夫 （社）
伊藤　 浅由 （杜）　　　　 石川　 敏宏 （共）
大沢　　 久 （民）

文

教

◎ 小仲井富次 （政）　　　 ○中村　　 洋 （第 1 ）

安藤　 久子 （政 ）　　　　 米井　 昌夫（第 1 ）

小川新之助 （市 ）　　　　 田中　 恒春 （第 2 ）
田久保 友吉 （自）　　　　 本間　 清 吉（公）
池沢　 敏夫 （社）　　　　 関根　 和子 （共）

特

別

委

員

Å

交
◎ 木村　 久子 （社）　　　 ○瀕山　 孝一 r第 1 ）

林　　 利嗣 （第 1 ）　　　 佐藤　 哲 夫（政）
通 小仲井 富次 （政）　　　　 小川新之助 （市）
悶 矢野　 正 男 （市）　　　　 高橋　　 徹 （第 2 ）
題 佐藤　　 昭 （第 2 ）　　　 田久保友吉 （自）
対 村 岡　 晴彦 （公）　　　　 本間　 清書 （公）
策 伊藤　 浅 由 （社）　　　　 大森書四夫 （民）

石川　 敏宏 （共）

都
◎荷 田　 信 明 （自）　　　 ○田中　 恒春 （第 2 ）

米井　 昌夫 （第 1 ）　　　 田 久保捷三 （第 1 ）
市 佐藤　 正 吾 （無）　　　　 和田　 善行 （政）
河 滝 口　 三郎 （市）　　　　 春田　 寡文 （市）
川 大 久保博 夫 （第 2 ）　　　 倍田　 賢司 （公）
対 村田　 一郎 （公）　　　　 池沢　 敏夫 （社 ）
策 松永　 勝進 （社）　　　　 大沢　　 久（民）

川崎　 忠治 （共）

青 ◎稲葉　 澄子 （市）　　　 ○市川　 義平 （公）

少 中村　　 洋 （第 1 ）　　　 滝口　 宗治 （第 1 ）
年 佐原　 正幸 （政）　　　　 安藤　 久子 （政）

の
非
行

中村　　 伸 （市）　　　　 徳？工　 栄進 （第 2 ）
六 滝 口　 四郎 （第 2 ）　　　 桧崎　 節生 （自）

化 佐川　 隆雄 （公）　　　　 中江： l当夫 （社）
防
止

千葉　　 満 （社）　　　　 関根　 和子 （共 ）
小池　 英一 （民）

※（注）第1＝第1市政全　救＝政友全　市＝市民クラブ　第2

＝第2市政全　日＝自由クラブ　公≡公明党　社＝日本
社会こ党　共ご日本共産党　民＝民社党　無＝無所属

八
乗
術
連
盟
賞
）

日
本
画
　
鞍
橋
春
雄
（
芝
山
5
）

洋
画
　
宍
倉
瑠
璃
子
（
薬
円
台
5
）

工
芸
　
宗
　
諒
子
（
大
穴
北
3
）

書
　
村
山
元
信
（
宮
本
5
）

（
市
長
賞
）

日
本
画
　
松
川
八
重
子
（
西
船
4
）

洋
画
　
正
木
洋
子
（
縁
台
1
）

彫
塑
　
中
村
　
茂
（
習
志
野
台
2
）

工
芸
　
高
橋
寿
子
（
行
田
3
）

書
　
樋
口
火
鷺
（
芝
山
6
）

（
市
議
会
賞
）

日
本
画
　
西
贋
登
喜
（
二
和
東
5
）

洋
画
　
河
野
昌
子
（
夏
見
2
）

彫
塑
　
岡
田
寿
子
（
藤
原
町
3
）

工
芸
　
柳
橋
セ
ツ
子
（
金
杉
7
）

書
　
森
　
騰
越
（
本
中
山
1
）

（
教
育
長
賞
）

日
本
画
　
木
村
新
一
（
大
穴
北
3
）

洋
画
　
大
澤
　
始
（
高
根
台
3
）

工
芸
　
松
原
錫
蔵
（
新
高
根
6
）

書
　
影
　
不
去
（
浜
町
1
）

会
体
育
課
℡
㊨
2
9
－
3

軍
．
ト
ビ
忘
窪
替
頭

船
橋
乗
り
物
の
旅

放
送
日
　
7
月
7
日
脚
　
午
前
1
1
時
3
0
分
～
4
5
分

再
放
送
日
　
8
月
1
7
日
田
　
王
削
1
1
時
3
0
分
～
4
5
分

U
H
F
千
葉
テ
レ
ビ
（
4
6
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

船橋市には全国に例がない
ほど多くの鉄道、バスが走っ

ています。

その豊富な交通網を使って、

船　こども記責と轟レポーターの

誌　ゆ机、な船橋の施



昭和60年7月1日　　　　　　　　　　　納　品

広
報
ふ
な
ば
L
が
昭
和
2
5
年
6
月
2
5
日
に
創
刊
さ
れ
て
、
今

号
で
3
5
周
年
、
6
n
X
U
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の

皆
様
に
市
政
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
（
P
U
0
号
を
ふ
り
か
え
り
、
広
報
ふ
な
ば
L
に
み
る
市

政
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
報
に
み
る
市
政
の
歩
み
①

広
報
ふ
な
ば
L
は
、
田
和
2
5
年

6
月
2
5
日
B
5
版
で
表
紙
と
も
2
2

ペ
ー
ジ
の
体
裁
で
創
刊
さ
れ
ま
し

た
。
（
実
際
は
印
刷
が
間
に
合
わ

ず
発
行
が
遅
れ
た
と
お
わ
び
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
）
。
タ
イ
ト
ル
は

「
船
橋
弘
報
」
と
な
っ
て
い
て
、

当
時
は
、
広
報
委
員
会
の
組
織
が

あ
り
、
1
0
世
帯
に
1
冊
を
回
覧
し

て
い
ま
し
た
。
創
刊
号
に
は
、
松

本
栄
一
市
長
の
「
民
主
政
治
具
現

の
た
め
」
と
い
う
創
刊
の
言
葉
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
9
月
号

に
は
、
行
政
組
織
図
を
紹
介
し
て

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、
広
報
は
第
一
部
庶
務
課
弘
報

係
で
担
当
、
課
長
は
後
の
市
助
役

鈴
木
光
太
郎
さ
ん
で
し
た
。
鈴
木

さ
ん
に
は
、
こ
の
4
月
ま
で
、
1

年
間
ふ
な
ば
し
の
苦
ば
な
し
中
部

編
を
執
筆
頂
い
て
好
評
で
し
た
。

解
和
2
6
年
1
月
か
ら
、
広
報
の

発
行
日
が
毎
月
1
日
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
号
に
は
、
2
5
年

1
2
月
1
日
に
発
足
し
た
船
橋
市
教

育
委
員
会
の
開
庁
式
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
1
0
月
1
日
号
は
、

日
米
講
話
条
約
調
印
記
念
特
集
号
、

2
7
年
4
月
1
日
号
は
市
制
施
行
1
5

周
年
特
集
号
と
し
て
発
行
し
て
い

ま
す
。2

8
年
1
月
1
日
・
2
月
1
日
に

は
独
立
日
本
の
新
春
を
迎
え
て
と

い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
木
良
雄
市
長
、
峯
川
佐

吉
議
長
の
年
頭
挨
拶
と
1
7
人
の
小

・
中
学
生
の
作
文
を
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
「
世
界
一
の
国
に
」
「
文

化
国
家
を
」
　
「
か
く
ご
が
大
切
」

「
平
和
日
本
の
再
建
」
　
「
正
し
い

道
を
進
む
」
と
、
新
生
独
立
日
本

の
恩
吹
き
が
う
か
が
え
ま
す
。

8
月
1
日
号
で
は
、
こ
の
日
か

ら
船
橋
市
に
合
併
さ
れ
た
二
宮
町

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
9
年
1
月
1
日
号
か
ら
広
報
紙

の
タ
イ
ト
ル
が
船
橋
弘
報
か
ら
船

橋
広
報
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
1
日
は
、
豊
富
村
と
の
合

併
を
特
集
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
今
も
、
県
民
の
森
入
口
に
あ

る
「
二
十
三
夜
供
養
塔
」
が
大
き

な
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
1
年
3
月
1
日
の
表
紙
う
ら
に

と
手
紙
が
届
い
て
そ
の
手
紙
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
編
集
者
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
る

記
事
が
あ
り
ま
す
。
「
道
子
ち
ゃ

ん
へ
」
と
タ
イ
ト
ル
で
、
実
は
市

役
所
の
窓
口
に
忘
れ
ら
れ
た
ノ
ー

ト
の
中
に
5
枚
の
家
族
と
の
記
念

写
真
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
は
、

道
子
ち
ゃ
ん
（
写
真
の
う
ら
に
「
昭

和
2
6
年
春
道
子
2
年
」
の
メ
モ
が

あ
る
）
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ

ろ
う
と
、
市
民
に
呼
び
か
け
た
も

の
で
す
。
家
族
に
と
っ
て
と
り
直

し
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
だ
か

ら
掲
載
し
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
号
に
は
、
宮
城
県
北
上
村
で

一
羽
の
鳩
が
死
ん
で
見
つ
け
ら
れ
、

脚
管
か
ら
飼
育
主
は
船
橋
市
の
人

創
刊
か
ら
こ
の
当
時
ま
で
の
広

報
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
、
敗
戦

後
の
混
乱
か
ら
国
民
が
再
生
し
て

い
く
姿
で
す
。
現
在
の
基
本
的
な

法
律
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時
代

に
立
法
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に

つ
い
て
市
民
生
活
と
の
関
わ
り
で

く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
編
集
と
し
て
は

写
真
が
沢
山
使
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
当
時
の
風
俗

を
し
の
ば
せ
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
2
9
年
5
月
1
日
号
に

．
船
橋
一
の
優
良
赤
ち
ゃ
ん
と
し
て

ヌ
ー
ド
姿
で
登
場
し
て
い
る
門
脇

康
彦
さ
ん
、
も
う
い
い
お
父
さ
ん

に
な
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ヤ小両軸凍東車輌摘所有車川中すれ恒川中や彗

広報ふなばし
600号によせて

船橋市助役
（船橋市長職務代理者）

野村　誠一

キ

奇

骨

尊

貴

昭和60年7月1日広報　晶

烏
：
ヤ
ー
で
キ
ー
で
I
で
与
良
も
鼠
7
1
で
1
ヤ
ー
で
I
T
I
T
I
T
I
T
I
で
I
T
I
で
、
T
I
T
l
で
1

広
報
ふ
な
ば
L
が
階
和
2
5
年

6
月
に
創
刊
さ
れ
、
以
来
、
こ

の
号
で
ち
ょ
う
ど
6
0
0
号
。

い
ま
一
区
切
り
の
時
を
迎
え
て
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
素
直
に
喜

び
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
3
5
年
間
、
市
政
の
著
し

い
進
展
に
よ
り
、
広
報
紙
も
ま

た
、
地
域
に
お
け
る
情
報
量
の

増
加
を
み
て
、
月
一
回
発
行
か

ら
現
在
で
は
、
「
広
報
ふ
な
ば

し
」
と
し
て
、
毎
月
1
日
・
1
5

日
の
2
回
、
全
世
帯
に
お
届
け

す
る
ま
で
に
充
実
し
て
参
り
ま

し
た
。ま

た
、
内
容
に
つ
い
て
も
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
重
要
施
策
や
市
政
の
解
説

記
事
、
ま
た
市
民
の
皆
様
に
も

い
ろ
い
ろ
な
形
で
登
場
し
て
頂

く
等
、
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

6
0
0
号
を
機
と
し
て
、
さ

ら
に
広
報
紙
の
役
割
の
重
大
さ

を
認
識
し
、
5
0
万
市
民
の
皆
様

の
支
持
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
広
報
を
お
届
け
い
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
頗
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中々や中小や車中や中々や々｛中々やヰ中々やヰヰ

豊

音

空

音

書

芸

亨

葺

き

葺

き

‡

吏

‡

与

‡

与

L

市
民
生
活
に
密
接
し
た

広
　
報
　
で
　
す
　
ね

相
川
源
男
（
金
杉
5
）

非
常
に
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
、

市
政
の
広
報
面
、
市
民
の
生
活
に

密
接
し
た
連
絡
面
か
ら
見
て
、
手

際
よ
く
十
分
広
報
紙
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

催
し
に
参
加
す
る
の
が

楽
　
し
　
み
　
で
　
す

串
田
文
子
（
田
喜
野
井
2
）

〝
広
報
ふ
な
ば
し
″
は
前
か
ら

よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。
公
民
館
、

お
知
ら
せ
、
社
会
教
育
な
ど
で
、

参
加
で
き
る
も
の
を
見
つ
け
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

2

色

刷

に

好

感

寺
田
　
弘
（
大
穴
北
3
）

他
に
比
較
し
て
も
ひ
げ
を
と
ら

な
い
優
れ
た
編
集
で
、
内
容
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
①
編
集
が
う
ま

い
。
②
写
真
が
生
き
て
い
る
。
③

記
事
が
親
切
で
あ
る
。
④
2
色
刷

の
配
色
が
適
当
で
好
感
が
持
て
る
。

も
っ
と

大
変
心
の
け

と
思
い
ま
す
。

目
を
整
理
し

ト
す
る
と
、

り
易
く
な
る

肱
船
舶
順
拙
棚
伽
棚
伽
W
W
棚
誰
耽
嚇
刷
W
畑
傭
硯
棚
伽
W
拙
肌
淵
肌
淵
出
船
棚
相
聞
W
順
肌
脇
肋
淵
脇
間
肌
誰
淵
拙

ッ
キ
リ
と
　
　
幅
広
い
記
事
が
い
い

裕
≡
（
≡
山
2
）

き
届
い
た
編
集
だ

欲
を
言
え
ば
、
項

思
い
切
っ
て
カ
ッ

っ
と
ス
ッ
キ
リ
解

思
い
ま
す
。

高
柳
か
な
め
（
前
原
西
4
）

他
の
広
報
紙
と
読
み
く
ら
べ
て

み
る
と
、
船
橋
は
紙
も
良
く
字
も

大
き
め
で
大
変
読
み
易
く
、
色
も

上
品
だ
と
思
い
ま
す
。
幅
広
い
記

事
に
よ
っ
て
様
々
な
様
子
が
理
解

で
き
て
、
大
変
う
れ
し
く
患
い
ま

す
。

月
3
回

未

他
の
広
報

易
い
方
だ
と

あ
ま
り
に
も

行
に
し
た
ら

枝
（
芝
山
1
）

ゴ
チ
ャ
L

と
思
い
ま

討
し
て
み
た

と
比
べ
て
も
読
み

い
ま
す
。
し
か
し
、

々
な
事
を
紙
面
の

と
し
て
、
ゴ
チ
ャ

る
の
で
は
な
い
か

月
3
回
発
行
も
検

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

親
し
み
が
湧
く
も
の
に

首
藤
三
吉
（
南
本
町
）

温
か
み
の
あ
る
身
近
な
話
馬
を

も
っ
と
も
っ
と
多
く
し
て
、
親
し

み
の
湧
く
も
の
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
写
真
と
か
ま

ん
が
の
類
を
多
く
、
説
明
は
簡
潔

に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」

が

　

楽

　

し

　

み

高
辻
幹
子
（
松
が
丘
4
）

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な

で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
。
大
変
良
い

欄
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

が
楽
し
み
で
す
。

市
　
の
　
情
　
報
　
が

手
に
取
る
様
で
す

童
昂
廣
子
（
海
神
3
）

市
の
情
報
が
手
に
取
る
様
に
わ

か
る
の
で
、
毎
号
来
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
中
1
の
こ
ど
も
も
市
の

体
育
館
の
個
人
開
放
を
、
届
く
た

び
に
見
て
い
ま
す
。

少

々

き

ゅ

う

く

つ

な

感

　

じ

　

で

　

す

河
北
和
子
（
行
田
3
）

少
々
き
ゅ
う
屈
な
感
じ
も
、
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
様
で
す
。
た

だ
、
色
あ
い
が
2
色
刷
り
の
濃
淡

で
な
ん
と
な
く
家
庭
的
な
あ
っ
た

か
さ
が
な
く
、
お
と
な
し
い
広
報

に
も
感
じ
ま
す
。

ホタルの“光”に

5000人

新しい夏の風物詩

6
月
1
5
日
～
1
6
日
、
夏
兄
の

運
動
公
園
内
に
つ
く
ら
れ
た
ホ

タ
ル
の
里
で
、
ホ
タ
ル
を
鑑
賞

す
る
夕
べ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
約
5
0
0
0
人
の
親

子
連
れ
な
ど
が
ホ
タ
ル
の
里
を

訪
れ
、
約
7
0
0
0
匹
の
ホ
タ

ル
が
放
つ
あ
や
し
い
光
に
う
っ

と
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
の
里
は
、
船
橋
市
を

ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
ま
ち
に
し

よ
う
と
、
運
動
公
園
内
に
人
工

の
川
を
つ
く
り
、
体
育
施
設
管

理
事
務
所
の
職
員
が
飼
育
の
実

験
を
始
め
た
も
の
で
す
。

ホ
タ
ル
の
飼
育
に
は
、
水
と

エ
サ
が
大
切
で
す
が
、
水
温
が

上
る
と
せ
っ
か
く
の
幼
虫
が
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
管
理

に
大
変
気
を
使
い
ま
す
。
今
年

度
は
1
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
4
0
0
匹
の
ホ
タ
ル
を

飼
育
し
ま
し
た
が
、
鑑
賞
会
用

の
ホ
タ
ル
は
、
県
内
の
研
究
者

か
ら
ゆ
ず
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
沢
山
の
ホ
タ
ル
の
た

ま
ご
を
採
取
し
て
、
す
で
に
飼

育
に
入
っ
て
い
ま
す
。
市
民
ま

つ
り
を
中
心
に
、
仮
面
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
ミ
ス
船
橋
コ
ン
テ

ス
ト
、
花
火
大
会
と
、
楽
し
い

船
橋
の
夏
を
み
ん
な
で
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。

訪れた人たちは、ホタルの美しさに魅了されました
（白く見えるのがホタルの飛んだ跡）

思いやり気くはり　目、、く［安全は

け
い
じ
榎

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
講
習
会

口
日
時
7
月
4
R
㈱
∵
1
・
1
日
㈹
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
場
所

習
志
野
台
公
民
館
　
参
加
費
無
料

問
合
せ
寺
沢
き
⑳
2
2
3
4
ま
た

は
公
民
館
亭
⑳
2
2
3
1

原
爆
被
爆
者
相
談
会

口
日
時
7
月
7
日
脚
午
前
9
時
3
0

分
～
正
午
　
場
所
中
央
公
民
館
第

1
集
会
室
　
内
容
手
帳
、
手
当
の

各
種
相
談
　
問
合
せ
船
橋
而
原
爆

被
爆
者
の
会
轟
⑳
3
0
6
7
看
木

ル
・
ア
ル
テ
ィ
ス
ト
第
は
国
例
会

平
田
昌
平
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

0
日
時
7
月
7
日
閻
午
後
2
時
～

場
所
中
央
公
民
館
6
階
講
堂
　
ピ

ア
ノ
川
井
敬
子
　
会
費
1
0
0
0

円
　
問
合
せ
平
日
合
⑳
7
0
0
2

学
習
会

「
川
崎
病
の
後
遺
症
と
治
療
」

0
日
時
7
月
7
日
倒
午
後
1
時
～

4
時
　
場
所
中
央
公
民
館
　
講
師

石
川
広
己
（
千
葉
健
生
病
院
小
児

科
医
師
）
　
参
加
費
無
料
　
※
保

育
萄
　
問
合
せ
川
崎
病
か
ら
子
供

を
守
る
会
・
土
肥
き
⑳
6
3
8
6

船
橋
市
長
杯
争
奪
野
球
選
手
権

大
会
（
少
年
学
童
の
部
）
抽
選
会

0

8

時

7

月

7

日

脚

1

2

時

3

0

分

場
所
看
少
年
会
館
　
大
会
日
程
8

月
7
日
～
9
月
8
日
　
参
加
賓
3

0
0
0
円
　
問
合
せ
事
務
局
き
⑳

2

4

4

5

荒

井

へ

二
和
女
声
コ
ー
ラ
ス

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

0
日
時
7
月
日
日
㈱
午
後
2
時
～

場
所
中
央
公
民
館
講
堂
　
指
揮
影

山
清
　
ピ
ア
ノ
三
島
淑
子
　
曲
目

愛
の
風
船
他
　
無
料
　
問
合
せ
栄

井

倉

㊨

4

3

2

7

弥
生
会
親
睦
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

0
日
時
7
月
1
2
日
㊨
午
後
6
時
3
0

分
～
　
場
所
中
央
公
民
謹
　
会
費

会
員
6
0
0
円
、
一
般
8
0
0
円

問
合
せ
竹
内
か
⑳
3
7
6
4

第
8
回
キ
ャ
ン
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
見
直
そ
う
ふ
る
さ
と
船
橋
」

0

期

8

8

月

2

日

㈲

～

4

日

閻

場
所
大
神
保
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

対
象
小
学
4
～
6
年
生
　
定
員
先

毒

．

1

0

0

人

　

参

加

費

3

0

0

0

円
　
申
込
み
7
月
1
0
日
鮒
ま
で
に

㈲
船
橋
青
年
会
議
所
寧
⑳
2
1
2

8
へ
（
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
）

ワ
ン
バ
ク
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
草
津
）

□
期
日
8
月
9
日
胤
～
1
2
日
岡

（
3
泊
4
日
）
　
宿
泊
草
津
ユ
ー
ス

旧
倍
旧
は
檀
l
量
は

一
芸
の
真
似
ご
と
と
個
性

演
劇
集
団
－

指
導
に
当

ね

　

　

ぷ

よ
、
つ翔

」
の

て
想
う
　
－

や

し

ょ

う

ぎ

ん

谷
翔
山

東
船
橋
エ

言
葉
・
動
聖
等
他
人
を

真
似
る
事
は
意
外
に
難
か
し
い
。

対
象
小
中
学
生
　
定
員
先
着
2
5
人

費
用
小
学
生
2
万
5
0
0
0
円
、
中

学
生
2
万
8
5
0
0
円
（
往
覆
交
通

芦
、
宿
泊
代
、
食
事
代
他
）
　
内

容
ハ
イ
ク
、
水
泳
等
で
夏
を
楽
し

く
　
申
込
み
喜
少
年
会
館
内
・
船

橋
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

館

⑳

5

8

9

1

第
1
回
海
外
帰
国
子
女

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

○
日
時
8
月
3
日
出
午
前
9
時
～

正
午
　
場
所
市
役
所
1
1
階
大
会
議

室
　
資
格
海
外
生
活
1
年
以
上
の

小
・
中
二
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

課
題
海
外
生
活
に
取
材
し
た
も
の

（
日
本
語
又
は
英
語
に
よ
る
こ
と
）

申
込
み
・
問
合
せ
海
外
帰
国
子
女

教
育
相
談
所
（
合
⑳
7
0
5
8
）

※
同
時
開
催
の
「
わ
た
し
の
住
ん

だ
と
こ
ろ
」
屡
の
参
加
者
も
募
集

中
。
こ
ど
も
達
の
海
外
生
活
を
伝

え
る
物
（
写
真
、
教
科
書
な
ど
何

で
も
可
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

1
（
当
日
申

船
橋
太

0
日
時
毎
週

8
時
3
0
分

控
P
フ

鮎
午
後
6
時
3
0
分
～

所
中
央
公
民
館

会
費
月
1
0
n
U
O
円
　
入
会
金
1

0
0
0
円
　
見
合
せ
早
坂
含
⑳
1

芸
の
世
界
で
言
う
と
、
教
え
の

な
り
ふ
り

ま
ま
に
動
く
形
振
に
真
実
の
無
い

出
発
が
あ
る
。
頭
脳
で
は
解
っ
て

い
て
も
、
身
体
が
付
い
て
行
か
な

い
。
従
っ
て
肉
体
の
訓
練
と
師
の

型
を
得
る
為
に
真
似
を
し
て
、
そ

れ
等
の
仕
草
を
覚
え
る
と
、
頭
脳

と
肉
体
の
葛
藤
が
始
ま
り
、
真
似

事
終
了
の
時
期
迄
に
多
く
の
汗
を

流
し
、
幾
年
も
費
や
す
る
の
で
あ

る
。
併
し
、
費
や
し
た
か
ら
と
言

っ
て
全
て
を
会
得
し
た
訳
で
は
な

く
、
所
詮
そ
の
型
と
多
少
の
技
術

と
癖
を
学
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
人
に
因
っ
て
こ
の
期
間
は

異
な
る
が
、
そ
れ
は
教
え
る
側
の

前
1
0
時
～
正
午
　
場
所
中
央
公
民

館
　
会
費
年
2
0
0
0
円
　
問
合

せ
渡
辺
含
⑳
2
1
0
7

な
ら
し
の
台
ほ
れ
ぼ
れ
ク
ラ
フ

健
康
体
操
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ

熱
意
と
教
わ
る
側
の
心
構
え
と
に

し

ゅ

は

因
る
。
‥
武
芸
の
道
に
『
守
破

H離
』
と
亭
っ
格
言
が
あ
る
。
「
守
」

は
師
の
教
え
を
守
り
技
術
を
全
う

す
る
（
癖
の
段
階
）
　
「
破
」
は
そ

れ
を
基
盤
と
し
て
他
を
知
る
為
の

旅
で
あ
る
（
比
較
研
究
）
　
「
離
」

は
そ
れ
迄
に
会
得
し
た
全
て
を
以

て
師
を
仰
ぐ
。
免
許
皆
伝
を
認
可

さ
れ
た
時
に
初
め
て
指
導
権
を
得

る
（
熟
達
・
個
性
）
＝
＝
個
性
は

自
ら
が
創
る
も
の
で
は
な
く
、
造

ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
人

の
芸
に
対
す
る
肉
体
と
精
神
の
鍛

練
と
錬
磨
に
因
っ
て
、
自
然
に
勝

ち
得
る
も
の
だ
と
、
私
は
信
ず
る
。

ロ
定
例
日
毎
週
旧
午
前
8
時
3
0
分

～
　
場
所
習
志
野
台
第
一
小
学
校

体
育
館
　
対
象
3
0
歳
～
5
0
歳
の
男

女
　
会
費
月
1
0
0
0
円
　
申
込

み
杉
本
寧
◎
5
4
2
3
、
白
井
き

⑳

5

5

5

7

た
く
さ
ん
の
ご
厚
志
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－
敬
称
略

▽
1
3
万
3
6
7
5
円
　
船
橋
社

交
ダ
ン
ス
友
の
会
▽
3
万
円

鈴
木
章
（
藤
原
町
）
▽
1
万
円

飯
山
満
小
P
T
A
昭
和
5
6
年
度

6
年
4
組
母
親
の
会
▽
2
万
5

0
0
0
円
　
船
橋
集
団
給
食
協

議
会
▽
2
0
万
7
9
0
5
円
　
船

橋
オ
ー
ト
レ
ー
ス
従
事
員
組
合

▽
4
万
円
　
船
橋
農
協
▽
2
0

0
0
円
　
松
島
敏
夫
▽
1
9
2

7
円
　
公
営
競
技
課
職
員
一
同

▽
園
芸
栽
培
用
電
動
ポ
ン
プ
一

式
　
下
総
中
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
▽
加
工
用
柱
6
0
0
m
、

電
磁
調
理
器
1
台
東
京
電
力
㈱

（
厚
生
課
）

▽
5
万
円
　
㈲
船
橋
清
掃
事
業
・

（
高
根
町
）
▽
1
万
円
　
匿
名

（
田
喜
野
井
）
▽
9
万
円
　
千
葉

県
北
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
（
市

川
市
）
▽
1
万
円
　
演
劇
集
団

翔
・
竹
口
由
利
人
（
藤
原
町
）

▽
9
万
円
　
船
橋
市
子
と
も
連

絡
協
議
会
▽
5
0
万
円
　
船
橋
中

央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
本
町
）

▽
4
2
7
5
円
　
矢
野
健
（
夏

見
）
▽
4
万
3
5
4
7
円
　
匿

名
（
湊
町
）
▽
1
万
円
　
上
様

（
三
山
）
▽
2
0
0
0
円
　
竹

田
好
江
（
高
根
台
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
夜
怠
時
以
降
）

北
部
料
理
ク
ラ
ブ

0
定
例
日
毎
月
第
2
㈱
午
前
9
時

4
5
分
～
正
午
　
場
所
北
部
公
民
館

会
費
月
1
0
0
0
円
　
指
導
鎌
形

玲
子
　
申
込
み
玉
川
合
⑳
6
7
0

牛
肉
サ
ラ
ダ
と
海
老
入
り
お
に
ぎ
り

サ
ー
ク
ル
紹
介

他刷柑（5）

走った後のさわやかな笑顔も魅力の一つです

楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
、
蹴
喝

と
走
る
女
性
た
ち
。
あ
い
に
く
の

雨
も
、
ほ
て
っ
た
肌
に
は
、

こ
こ
ち
ょ
い
シ
ャ
ワ
ー
に
変

わ
り
ま
す
。

船
橋
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ

ブ
は
、
4
年
前
公
民
館
の

講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ク
．

ラ
ブ
。
会
員
は
2
0
代
か
ら

5
0
代
の
女
性
2
0
人
、
笑
務

の
似
合
う
健
康
美
人
で
す
。

毎
週
金
曜
日
の
例
会
で
は
、

浜
町
公
民
館
に
集
合
し
、
若

松
公
園
ま
で
の
往
復
6
キ
ロ
を
走

り
ま
す
。

船橋ジョギングクラブ

で
も
一
人
で
は
長
続
き
せ
ず
、

あ
き
ら
め
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
？
　
そ
こ
で
会

長
に
お
尋
ね
し
た
ら
「
無

理
せ
ず
楽
し
く
が
長
続
き

の
秘
げ
っ
。
一
番
遅
い
人

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
走

っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

野
心
者
歓
迎
の
こ
の
ク

ラ
ブ
で
、
あ
な
た
も
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
は

い
か
が
で
す
か
。

連
絡
先
深
沢
征
子
B
⑳
6
8
5
0

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
（
ダ
ン
ス
）

0
定
例
日
毎
週
脚
午
後
2
時
3
0
分

～
4
時
3
0
分
　
場
所
中
央
公
民
館

会
費
月
2
0
0
0
円
　
入
会
金
1

0
0
0
円
　
問
合
せ
山
口
含
0
4

7

3

⑳

6

8

6

2

浜
町
公
民
館
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

0
練
習
日
毎
週
㈹
午
前
1
0
時
～
正

午
　
場
所
浜
町
公
民
館
　
会
費
月

1

5

0

0

円

　

入

会

金

1

0

0

0

円
　
問
合
せ
井
上
含
⑳
0
8
5
7

あ
じ
さ
い
会
一
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
⊥

□
定
例
日
第
2
・
第
4
㈱
午
前
9

時
3
0
分
～
正
午
　
場
所
三
田
公
民

館
　
会
費
月
1
0
0
0
円
（
材
料

費
は
別
）
　
入
会
金
5
0
0
円

問
合
せ
田
島
d
⑲
4
3
8
2

船
橋
絵
本
の
会
手
作
り
絵
杢

0
定
例
日
毎
自
責
2
・
第
4
㈹
午

牛
肉
サ
ラ
ダ
は
友
人
か
ら
、

海
老
入
り
お
に
ぎ
り
は
テ
レ
ビ
で

郊
っ
た
も
の
で
す
。
両
方
と
も

家
族
に
大
変
好
評
で
、
サ
ッ
パ

リ
と
し
た
味
が
夏
パ
テ
防
止
に

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

牛
　
肉
　
サ
　
ラ
　
ダ

《
材
料
》
（
4
人
分
）
▽
牛
肉
う

す

切

り

3

0

0

9

▽

レ

タ

ス

％

個
▽
キ
ュ
ウ
リ
1
本
　
▽
ト
マ
ト

1
個
▽
セ
ロ
リ
ガ
本
　
▽
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
5
個
▽
か
い
わ
れ
％
束

▽
わ
か
め
適
量
　
′
《
作
り
方
》
①

牛
肉
を
熱
湯
で
ゆ
が
き
、
氷
水
に

さ
っ
と
浸
し
ザ
ル
に
あ
げ
水
気
を

切
る
。
②
野
菜
と
も
ど
し
た
ワ
カ

メ
を
各
々
適
当
に
切
り
、
牛
肉
と

混
ぜ
て
色
良
く
盛
合
せ
、
好
み
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

海

老

入

り

お

に

ぎ

り

《
作
り
方
》
　
①
小
え
び
の
背
わ

た
を
必
ず
と
り
、
衣
（
玉
子
、
か

粒
状
コ
ン
ソ
メ
少
々
、
塩
少
々
）

を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
、
天
ぷ
ら
油

で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。
②
揚
げ
た

海
老
を
、
塩
を
き
か
せ
た
ご
飯
で

包
み
込
む
よ
う
に
丸
く
に
ざ
る
。

③
ご
ま
を
ふ
り
、
の
り
に
包
ん
で

で
き
あ
が
り
で
す
。

今年は昨年の2倍の人が参加しました

力ありがとうご

海老川清掃と錦‖ご一㌢

6
月
2
日
、
第
8
回
海
老
川
美
化
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
及
び
各
団
体
か
ら
約
6

0
0
人
の
方
が
参
加
し
、
可
燃
物
7
べ

不
燃
物
1
ト
ン
を
回
収
で
き
ま
し
た
。
作
業

終
了
後
は
、
県
民
の
日
を
記
念
し
て
、
八

栄
橋
か
ら
錦
鯉
2
0
0
0
匹
の
放
流
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
方
々
の
ご
協
力
で
、
き
れ
い
に

な
っ
た
海
老
川
を
、
一
層
美
し
い
川
に
す

る
た
め
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
水
質
保
全
謀
）

亘亘車車重車重密事車車　その一票未来に続く大きな希望（票㌢毘宗）
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二宮出張所　（6硯811

（65）4331

（66）2811

豊富出弓長所　　（57）2003

芝山出張所　　（63）2561

船橋駅連絡所　　α3）7035

西船連絡所　（33鳩321

法典連絡所　（38袷262

二和連絡所　（47）4507

三山連絡所　　（7518300

小室連縮所　（57）5146

中央公民館　（34）5551

西部公民館0473（33）5415

東部公民館　（77）7171

北部公民館　（57Ⅵ433

二和公民館　（47）3200

夏見公民館　　の）5119

法典公民館　（38）3203

三田公民館　　（77I2961

悪習，ゞ法（鵬232
高根公民館　（3釦4112

浜町公民館　　侶4）1405

小室公民館　（57）5144

習志野台公民館　（63）2231

八木が苓公民館　（48）5030

飯山満公民館　　ぽ4）4311

丸山公民館　（39氾118

西図書館　（31）4385

束図書館　　脚3611

中央図書館　（34）1444

郷土資料館　（85）9680

青少年会館　（34）5891

0475（42）5711
一宮少年
自然の家

筈鵡荒　く38）4461
（31）2315

青　少　年
セ　ンター

勤労会館　（31）9191
勤労青少年ホーム　¢カ3979

（3415551

ほ3）2111

（6611383

（66）1278

民
－ル

保
夕
保
夕
福
タ

け
針
ノ
部
ン
子
ン

市
文
中
七
東
や
母
セ

一
祉
一

医療センター　　（38）3321

社会福祉会館　　（66）1266

（66）1381

（38）1104

（66）1268

東老人福祉
セ　ンター

西老人福祉
セ　ンター

身体障害者
福祉センター

葦雪子票（3①2400
消　防　局　　（35）1111

消費生活センター　　¢3）3006

㍍離呂　伽7012

猥禦　㈱631
県船橋保健所　　（31）4191

悪霊昌窒（3”2653

義品品135）1255
中央卸売市場　　e机151

問合せは担当課へ

夏
　
ま
　
つ
　
り
　
8
5

0
日
時
7
月
1
3
日
田
午
後
3
時
～

6
時
　
場
所
市
立
船
橋
養
護
学
校

内
容
児
童
・
生
徒
に
よ
る
み
こ
し

や
山
車
、
お
と
り
、
模
擬
店
な
ど

交
通
新
京
成
三
咲
駅
か
ら
「
小
室

駅
」
か
「
豊
富
農
協
」
行
き
バ
ス

で
「
養
護
学
校
前
」
下
車
、
徒
歩

約
4
分
　
※
詳
し
く
は
船
橋
養
護

学
校
畠
⑰
2
1
1
1
へ

料

　

理

　

教

　

室

0
日
時
8
月
2
2
日
㈲
午
後
1
時
～

4
時
　
内
容
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た

料
理
　
定
員
3
5
人
　
費
用
4
0
0

円
　
申
込
み
7
月
1
5
日
脚
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
中
央

卸
売
市
場
業
務
課
（
〒
2
7
3
市
場
1

－

8

－

1

）

へ

生
活
展
参
加
団
体
を
募
集

□
日
程
匿
和
6
1
年
2
月
　
会
場
西

武
百
貨
店
　
対
象
消
費
者
間
葛
に

取
組
み
、
発
表
で
き
る
団
体
　
申

込
み
・
問
合
せ
7
月
8
日
脚
ま
で

に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
所
定
の
用
紙
で

消
費
対
策
課
（
〒
2
7
3
湊
町
2
－
1
0

－

2

5

畠

⑳

2

4

8

2

）

へ

油

　

絵

　

教

　

室

□
日
時
7
月
3
日
～
6
1
年
3
月
2
6

日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
3
0
分

～
8
時
3
0
分
　
場
所
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
　
対
象
動
労
青
少
年
　
参

加
費
月
1
0
0
0
円
　
※
道
具
は

各
自
で
用
意
　
申
込
み
・
問
合
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
平
日
午
後

1
時
～
9
時
、
日
曜
午
前
1
0
時
～

午
後
6
時
、
木
曜
、
祝
日
は
休
館
）

原
爆
被
爆
者
に
見
舞
金
を
支
給

0
対
象
者
①
原
爆
被
爆
者
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
　
②

7
月
1
日
規
在
市
内
に
住
所
を
有

し
、
住
民
登
錬
ま
た
は
外
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
人
　
支
給
額
1
人

年
額
5
5
0
0
円
　
申
請
手
続
き

8
月
3
1
日
ま
で
に
、
○
被
爆
者
健

康
手
帳
　
○
印
鑑
　
○
被
爆
者
名

儀
の
普
通
預
金
の
口
座
番
号
と
銀

行
名
を
持
っ
て
厚
生
課
畠
⑳
2
3

1
2
へ
　
※
昨
年
支
給
さ
れ
た
方

に
は
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
方

法
は
、
保
険
料
収
的
員
に
よ
る

も
の
と
銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら
の

引
落
（
自
動
振
替
）
に
よ
る
2
通

り
で
す
。
日
ご
ろ
、
留
守
が
ち
の

方
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0
申
込
み
収
納
員
ま
た
は
市
内
の

各
金
融
機
関
へ

（
保
険
課
畠
⑳
2
3
9
5
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況

届
の
提
出
は
お
す
み
で
す
か

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
屈

を
提
出
し
な
い
と
、
6
月
以
降
の

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
至
急
、
届
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
例
給
付
受

給
者
で
厚
生
年
金
を
や
め
た
方
は

す
み
や
か
に
届
出
く
だ
さ
い
。

（
婦
人
児
童
課
畠
⑳
2
3
1
6
）

迷惑です

あき地の雑草

市では草刈機を
貸出しています

あ
き
地
の
雑
草
が
茂
っ
た
ま

ま
放
藍
さ
れ
る
と
、
犯
罪
の
温

床
と
な
っ
た
り
、
害
虫
の
発
生

源
、
ゴ
ミ
の
捨
て
場
に
さ
れ
、

近
く
に
住
む
人
に
大
変
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
を
快
適
な
環
境
に
す
る

た
め
に
、
あ
き
地
の
管
理
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ

き
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

日
ご
ろ
か
ら
雑
草
を
繁
茂
さ
せ

な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雑
草
の
除
去
に
〝
除

草
剤
″
を
使
用
す
る
と
き
は
、

近
所
の
植
木
な
ど
に
影
響
し
な

い
よ
う
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
自
分
で
あ
き
地
の

草
刈
り
を
す
る
方
に
、
無
料
で

草
刈
機
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
衛
生
課
8
⑳
2
4
0
4

習志野演習場における落下さん降下訓】練等

昭
和
6
1
年
度
使
用
教
科
書

見
本
の
展
示
会
に
つ
い
て

ロ
日
時
7
月
1
日
㈲
～
1
1
日
㈹
午

前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
（
日
曜

日
は
休
み
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

会
場
船
橋
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
県

教
育
庁
船
橋
地
方
出
張
所
内
）

出
品
内
容
小
学
校
用
教
科
書
見
本

問
合
せ
教
育
委
員
会
指
導
課
a
⑳

2

0

0

声

n

U

3

優
秀
な
技
術
者
を

推
せ
ん
く
だ
さ
い

0
候
補
者
の
要
件
県
内
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
か
事
業
を
営
む
人
で
、

業
界
に
お
い
て
第
一
人
者
と
冒
さ

れ
る
経
験
年
数
1
5
年
以
上
か
つ
3
5

歳
以
上
の
人
　
職
業
部
門
あ
ら
ゆ

る
技
能
的
職
業
　
推
せ
ん
7
月
2
1

日
価
ま
で
に
商
工
振
興
課
へ
　
間

合
せ
商
工
振
興
課
缶
⑳
2
4
7
7

か
県
職
業
訓
練
諌
畠
0
4
7
2
⑳

2

7

5

4

へ

海
と
山
の
家
を
開
設

中
小
企
業
従
業
員
互
助
会
で
は

海
の
家
（
内
房
岩
井
）
と
山
の
家

（
栃
木
県
鬼
怒
川
）
を
開
設
し
ま

す
。
市
民
の
方
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0
期
間
7
月
1
日
～
8
月
3
1
日

料
金
会
員
2
2
0
0
円
、
一
般
3

3
0
0
円
　
申
込
み
・
問
合
せ
商

工
振
興
課
労
政
係
8
⑳
2
4
7
7

船
橋
商
工
会
議
所
源
泉
指
導
会

0
日
程
・
場
所
7
月
1
日
㈲
　
3

日
的
　
5
日
㈲
　
8
日
㈲
　
1
0
日

的
（
船
橋
商
工
会
議
所
・
同
北
部

支
所
・
同
丸
山
支
所
）
　
7
月
2

日
㈹
　
9
日
的
（
東
部
公
民
館
・

千
葉
鐸
行
高
根
台
支
店
）
　
時
間

午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

3
時
（
東
部
公
民
館
は
午
後
1
時

～
4
時
）
　
問
合
せ
船
橋
商
工
会

議
所
中
小
企
業
相
談
所
定
⑳
0
2

1
1

細道虐約日組恕・自転輔
また、看イ書号になったからといって一

気に飛び出すことも大変危険です。自分

勝手に≠車が来ないから大丈夫だ〝など

と決めつけないてください。あなたを守
るのは、あなた自身です。必す止まり、

安全を確認する習慣を身につけましよう。

この標識のあるところでは必ず止まろう

飛
び
出
す
前
に

安
全
の
確
認
を

自転車の交通事故でいちばんノ多いのが

u飛び出し〟によるものです。

路地など狭い道から大きい通りに出る

とき、自転車は小匡）りがきくので、つい

左石の安全を確かめすにスイツと飛び出

してしまいかちです。もし、そこへ車が

走ってきたら……これでは、自転車の便

利さがかえって≠災い〃を招いてしまっ

ているといえないて1LJこうか。

事故を防ぐために、ぜひ次のことを守

ってください。

「一時停止」の標識のあるとこうでは

もちろんノ、狭い道葦から広い道路に出る

ときなどは、必ずいったんノ止まって左石

の安全を確かめましよう。通り慣れたと

ころや交通量の少ない道路でも、いきな

り飛び出さないことです。

手
作
り
絵
本
募
集

ロ
絵
本
の
内
容
「
消
費
者
教
育

は
幼
児
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

消
費
生
活
（
衣
・
食
・
住
）
に

そ
っ
た
内
容
で
親
と
子
（
4
～

8
歳
）
が
楽
し
み
な
が
ら
理
解

で
き
る
も
の

規
格
B
5
判
（
タ
テ
柑
・
2
α
、

ヨ
コ
2
5
・
7
c
m
、
天
地
左
右
に

3
ミ
リ
の
余
白
）
、
1
6
ペ
ー
ジ

（
表
裏
含
）
、
横
中
ト
ジ
、
規

格
厳
守
　
絵
本
の
利
用
方
法
生

活
展
来
場
者
、
保
育
園
、
児
童

ホ
ー
ム
な
ど
に
配
布
　
※
応
募

作
晶
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
、

優
秀
作
3
点
に
賞
品
を
贈
呈

申
込
み
・
問
合
せ
7
月
3
1
日
ま

で
に
消
費
対
策
課
畠
⑳
2
4
．
8

2
へ
（
絵
を
書
か
れ
る
前
に
必

ず。連絡靡

馬
込
霊
園
の
利
用
者
募
集
（
6
せ

0
募
集
期
間
7
月
1
日
伺
～
1
3
日

田
※
申
込
み
が
少
数
の
と
き
は
定

数
に
な
る
ま
で
　
区
画
数
9
5
区
画

（
申
込
多
数
は
抽
選
）
永
代
使
用

料
3
3
万
円
　
管
理
費
年
1
2
0
0

円
　
申
込
資
格
次
の
3
条
件
を
満

た
し
て
い
る
人
①
市
内
に
1
年
以

上
在
住
②
一
度
も
埋
葬
せ
ず
に
焼

骨
を
持
っ
て
い
る
③
祭
祀
を
主
催

す
る
　
申
請
書
類
○
申
請
者
の
住

民
票
（
世
帯
全
員
）
○
戸
籍
謄
本

（
死
亡
記
載
が
あ
り
申
請
者
と
の

続
柄
の
わ
か
る
も
の
）
○
埋
葬
許

可
証
○
印
鑑
〇
そ
の
他
　
問
合
せ

衛
生
課
畠
⑳
2
4
0
2

今

日

か

ら

印

紙

と

手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

登
記
簿
謄
本
、
抄
本
、
閲
覧
、

証
明
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
手
数

料
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
収
入
印
紙
」

で
は
な
く
「
登
記
印
紙
」
で
約
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
手
数
料
登
記
簿
謄
本
・
抄
本
書

1
通
に
つ
き
4
0
0
円
（
1
通
が

1
0
枚
を
超
え
る
も
の
は
、
超
え
る

枚
数
5
枚
ご
と
に
1
0
0
円
加
算
）

不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
、
印
鑑
証

明
、
証
明
書
1
筆
（
個
）
ま
た
は
1

件
に
つ
き
2
0
0
円
　
※
詳
し
く

は
千
葉
地
方
法
務
局
船
橋
支
局
8

㊧
3
6
8
1
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

相
　
諌

」家
庭
教
育
相
談

口
対
象
乳
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
し
つ
け
、
遊
び
、
家
庭
生
活

な
ど
に
悩
み
を
持
つ
父
母
の
方

日
程
7
月
3
日
㈹
夏
見
公
民
館

1
2
日
㈱
海
老
が
作
公
民
館
時

間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
相

談
方
法
面
接
（
や
む
を
え
な
い

場
合
は
電
話
も
可
。
た
だ
し
、

月
曜
日
～
金
曜
日
）
申
込
み

社
会
教
育
課
（
畠
⑳
2
8
9
5
）

へ心
身
障
害
児
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
「
育
児
に
関
す
る
問
題
」

や
「
就
学
に
関
す
る
教
育
上
の

問
題
」
で
悩
ん
で
い
る
人
の
た

め
の
相
談
で
す
。
お
子
さ
ん
同

伴
で
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

0
日
時
7
月
2
7
日
出
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時
　
会
場
社
会
福
祉

会
館
　
申
込
み
指
導
課
特
殊
教

育
係
（
缶
⑳
2
8
6
0
）
へ

※
右
記
の
日
以
外
で
も
、
相
談

日
は
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

申
込
先
へ
。

不
動
産
の
取
引
、
測
量

登
記
な
ど
の
無
料
相
談

口
日
時
7
月
6
日
出
・
2
0
日
の

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
　
会
場

中
央
公
民
館
　
問
合
せ
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
、
司
法
書
士
会
各
船
橋

支
部
（
8
⑳
1
1
5
9
）
へ

昭和60年7月1日胞600

問合せは担当課
各公民館へ

船
橋
の
文
化
財
を
め
そ
る
見
学
会

0
日
時
7
月
2
2
日
脚
年
前
9
時
集

合
（
市
役
所
玄
関
内
右
側
ロ
ビ
ー
）

午
後
4
時
3
0
分
ご
ろ
解
散
（
雨
天

中
止
）
　
見
学
場
所
成
瀬
氏
の
墓

・
御
滝
不
動
・
大
神
保
の
集
落
・

西
福
寺
宝
物
・
東
光
寺
石
像
二
一

宮
神
社
・
西
福
寺
石
塔
・
東
照
宮

対
象
者
一
般
市
民
　
定
員
4
5
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）

費
用
額
料
（
昼
食
持
参
）
　
申
込

み
7
月
8
日
脚
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
社
会
教
育
課

文
化
係
（
湊
町
2
－
1
0
－
2
5
）
へ

（
社
会
教
育
課
缶
⑳
2
8
9
4
）

月

　

釜

　

茶

　

会

○
日
時
7
月
1
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
　
場
所
中
央
公
民
館
3

階
和
室
　
席
主
表
千
家
書
勝
川
宗

伯
　
裏
千
家
書
鈴
木
宗
弘
　
参
加

費
7
0
0
円
（
二
席
）
　
問
合
せ

文
弥
（
畠
㊧
2
2
0
2
）
へ

（
社
会
教
育
課
畠
⑳
2
8
9
4
）

第
2
2
回
船
橋
市
日
舞
祭

口
日
時
7
月
7
日
㈲
正
午
～
午
後

4
時
　
場
所
市
民
文
化
ホ
ー
ル

内
容
静
御
前
・
浦
島
・
舞
妓
・
江

戸
風
流
踊
り
ご
よ
み
ほ
か
　
入
場

無
料
　
問
合
せ
花
柳
（
合
⑳
0
8

3
1
）

（
社
会
教
育
課
B
⑯
2
8
9
4
）

図

書

館

だ

よ

り

0
7
月
の
休
館
日
毎
月
曜
日
と
3
1

日
㈹《

本
と
お
は
な
し
の
会
》

▼
西
図
書
館
書
毎
週
水
曜
日
の
午

後
3
時
3
0
分
～
と
第
2
日
曜
日
の

午
後
2
時
～
　
▼
乗
図
書
館
書
毎

週
水
曜
日
の
午
後
3
時
3
0
分
～

▼
中
央
図
書
館
◆
第
1
・
3
水
曜

日
の
午
後
3
時
3
0
分
～

《
西
図
書
館
読
書
会
》
日
時
7
月

2
7
日
田
午
後
2
時
3
0
分
～
4
時

対
象
高
校
生
以
上
テ
キ
ス
ト
「
蒲

団
」
　
（
田
山
花
袋
作
）
　
申
込
み

村
田
（
畠
㊧
4
3
8
5
）
へ

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

詳
し
く
は
青
少
年
課

℡

㊨

2

9

0

2

へ

中
　
央
　
公
　
民
　
館

文
化
祭
参
加
募
集

0
期
闇
1
1
月
1
日
㈲
～
4
日
囲

対
象
主
に
中
央
公
民
館
で
社
会
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
　
申

込
み
7
月
2
日
㈹
～
2
0
日
田
に
串

込
書
を
中
央
公
民
館
へ

キ
ャ
ン
プ
講
習
会

○
日
時
7
月
4
日
㈹
午
前
9
時
～

午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合
午
前
1
0

時
開
始
）
　
場
所
三
田
公
民
館

内
寧
ア
ン
ト
設
営
・
撤
収
、
飯
ご

う
炊
さ
ん
、
応
急
処
置
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
方
法
な
ど
　
定

員
5
0
人
（
先
着
順
）
　
参
加
費
2

5
0
円
（
カ
レ
ー
材
料
代
）
　
申

込
み
・
問
合
せ
参
加
費
を
添
え
て

三
田
公
民
館
へ
（
当
日
申
込
み
不

可
）レ

ク
・
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

□
日
時
7
月
6
日
出
午
後
2
時
～

4
時
　
場
所
西
部
公
民
館
　
内
容

キ
ャ
ン
プ
地
で
の
ゲ
ー
ム
あ
れ
こ

れ
　
講
師
中
山
雅
子
氏
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ク
の
会
）
　
定
員
4
0
人
（
先

着
順
）
　
申
込
み
電
話
で
西
部
公

民
館
へ東

部
婦
人
セ
ミ
ナ
ー

○
日
時
7
月
4
日
か
ら
毎
月
第
1

・
3
木
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
　
場
所
東
部
公
民
館
　
内

容
％
書
現
代
の
婦
人
を
と
り
ま
く

諸
問
題
（

子
）
　
鬼

の
い
き
方

の
漁
業

橋
を
中
心
と
し
て
～

漁
業
を
船
橋
中
心
に

市
内
で
使
わ
れ
た
漁

し
て
い
ま
す
。

月
1
3
日
冊
ま
で

午
前
9
時
～
午
後

4

時

3

0

分

麓
月
曜
日
は
休
館
で
す

夏
季
講
座
「
歴
史
教
室
」

0
日
時
7
月
2
5
日
㈹
・
2
6
日
㈱

午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
　
場
所

郷
土
資
料
館
　
対
象
小
学
校
高

学
年
・
中
学
生
　
定
員
6
0
人

内
容
佐
倉
道
（
成
田
街
道
）
の

は
な
し
　
講
師
市
川
市
立
第
三

中
学
校
教
諭
宮
沢
友
喜
枝
氏

申
込
み
・
聞
合
せ
郷
土
資
料
館

酒害相談（無料）

相談は直接会場へ
お越しください。

（健康管理課）

喜
美
子
）
、

に
お
住
ま
い

（
先
着
順
）

申
込
み
・
間

民
館
へ

親
子
ふ

○
日
時
7
月

4
日
曜
日
午

経
済
短
大
藤
本
幹

齢
化
社
会
と
婦
人

い
ふ
編
集
長
田
中

月
以
降
は
女
性
史

予
定
　
対
象
市
内

婦
人
　
定
員
4
0
人

保
育
あ
り
ま
す

口
せ
電
話
で
東
部
公

申
込
み
北
部
公
民
館

続
・
く
ら
し
の
講
座
（
第
2
回
）

○
日
時
7
月
2
日
㈹
・
1
6
日
㈹
の

2
回
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
　
場

所
三
田
公
民
館
　
内
容
健
康
な
生

活
と
豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
、

医
療
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
対
象

一
般
成
人
　
定
員
5
0
人
（
先
着
順
）

講
師
高
橋
稔
先
生
　
申
込
み
・
聞

合
せ
三
田
公
民
館

大
正
琴
会
員
募
集

0
日
時
7
月
9
日
～
第
2
・
4
火

曜
日
午
前
1
0
時
～
正
午
　
場
所
北

部
公
民
館
和
室
　
乗
用
実
費
　
定

員
3
0
人
　
申
込
み
北
部
公
民
館

※
貸
出
用
琴
も
若
干
あ
り
ま
す
。

あ
い
教
室

領日
～
毎
月
第
2
・

1
時
3
0
分
～
3
時

罰
分
場
所
頂
公
民
館
講
堂

対
象
小
学
校
4
～
6
年
　
定
員
4
0

人
　
内
容
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
創
作

活
動
　
教
材
費
2
0
0
0
円
程
度

夏休み子ども映画劇場

風の谷のナウシカ

少
女
の
聖
が
奇
跡
を
生
ん
だ
。

2
0
0
0
年
後
か
ら
現
代
へ
の
聖

と
勇
気
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
5
9
年
度

毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
大
藩
昌
受

賞
の
ア
ニ
メ
」
ソ
ヨ
ン
）

0
日
時
8
月
2
2
日
㈹
・
2
3
日
励

①
午
前
1
0
時
②
午
後
1
時
③
午

後
4
時
　
入
場
料
6
0
0
円
（
3

歳
以
上
）
　
※
当
日
券
8
0
0
円

本
日
か
ら
発
売
開
始

ニ

ュ

ー

フ

ィ

ル

千

葉

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

∩
日
時
9
月
1
日
倒
午
後
2
時
開

演
　
指
揮
伴
両
雄
　
管
弦
楽
ニ
ュ

ー
フ
ィ
ル
バ
ー
モ
二
－
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
干
葉
　
独
唱
岸
本
力
（
バ
ス
）

曲
目
ガ
イ
ー
ヌ
娼
曲
「
剣
の
舞
」

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
「
は
げ
山
の
一

夜
」
　
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
よ

り
秋
　
ロ
シ
ア
民
謡
ほ
か
　
入
場

料
1
5
0
0
円
（
全
席
自
由
）

日
本
フ
ィ
ル

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
指
揮
ピ
エ
ロ
フ
ラ
ー
べ
ク
　
曲

目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
魔
苗
」
序
曲

交
響
曲
第
3
8
番
ヲ
ラ
バ
」
　
ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
交
響
曲
第
8
番
　
日

時
7
月
5
日
㊨
午
後
7
時
開
演

入
場
料
A
席
3
0
0
0
円
　
B
席

2
5
0
0
円
（
古
同
校
生
以
下
各
5

0
0
円
割
引
）
　
当
日
券
あ
り

好

評

発

売

中

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
7
／
2
1
／
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
／
2

5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
2
0
0

0
円
）
／
全
席
自
由

第
6
国
書
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
8
／

3
・
4
／
5
0
0
円
（
共
通
券
）

新
星
自
警
夏
休
み
親
子
コ
ン
サ
ー

ト
8
／
2
7
／
指
定
席
2
6
0
0
円

自
由
席
2
2
0
0
円
（
5
歳
～
高

校
生
各
1
0
0
0
円
割
引
）

友
の
会
主
催
映
画
「
泥
の
河
」

0
8
時
7
月
1
3
日
田
午
前
1
0
時
、

午
後
2
時
、
6
時
の
3
回
　
場
所

中
央
公
民
館
6
階
講
堂
　
入
場
料

会
員
無
料
（
一
般
5
0
0
円
）

美
術
サ
ー
ク
ル

へ
の
へ
の
も
へ
じ
油
絵
展

∩
顧
問
7
月
2
日
～
3
1
日
　
問
合

せ
大
槻
き
⑳
5
2
0
8
へ

工
作
教
室
（
松
が
丘
）

［
盲
時
7
月
1
4
日
脚
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
　
内
容
割
ば
し
細
工
の

は
ち
カ
バ
ー
対
象
小
学
校
3
年

生
以
上
（
大
人
も
可
）
　
定
員
先

着
2
0
人
　
費
用
材
料
費
　
申
込
み

児
童
ホ
ー
ム
含
⑳
5
0
8
7
へ

七
夕
の
つ
ど
い
（
八
木
が
至

口
日
時
7
月
3
日
伽
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
　
内
容
七
夕
か
ざ
り
作

り
・
歌
・
ゲ
ー
ム
・
O
H
P
　
対

象
幼
児
と
そ
の
親
　
定
員
先
着
氾

椙
　
申
込
み
児
重
ホ
ー
ム
合
⑳
4

4

0

0

へ

サ
ッ
カ
ー
あ
そ
び
（
小
室
）

ロ
日
時
7
月
2
2
日
㈲
～
2
7
日
田
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
　
対
象
小
学

生
以
上

グ
ル
ー
プ
画
（
小
室
）

0
日
時
7
月
2
2
日
脚
～
2
7
日
田
午

前
1
0
時
～
正
午
　
対
象
小
学
校
3

年
生
以
上
（
3
人
1
絶
）
　
持
ち

物
絵
の
具
一
式

将
棋
教
室
（
小
室
）

∩
百
時
7
月
2
2
日
㈲
～
2
7
日
田
午

前
1
0
時
～
正
午
　
対
象
小
学
生
以
上

申
込
み
サ
ッ
カ
ー
あ
そ
び
、
グ
ル

ー
プ
画
、
将
棋
教
室
と
も
7
月
8

日
脚
～
1
3
日
田
に
児
童
ホ
ー
ム
合

◎

1

0

0

0

へ

避
難
訓
練
（
金
杉
台
）

0
日
時
7
月
6
日
田
午
後
2
時
～

4
時
　
内
容
起
震
車
、
映
画
　
対

象
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
、
小
学

生
以
上
　
申
込
み
児
童
ホ
ー
ム
合

㊨

7

8

3

7

へ

鎧心だごと相談》伏）法典公民館、習志野台公民館、松島会館（水凍部公民館、

宮本四和自治会館　㈱高根台出張所　働社会福祉協議会、郷土資料館、

西部公民館　用夏見公民館（いずれも午前10時～午後3時）田東部公民館

は午後2時～6時　　　　　　　　　　　　　　　　（社会福祉協議会）

藍税の相談ラ固定資産税、不動産取得税、相続税など7月3日（水市役所

201会議室11日（木二宮出張所17日（羽市役所201会議室　午前10時～午後

3時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税制課）

《法律・税務の無料相談》7月18日㈹（法律）、22日（印（税務）　午後1時

～3時　京葉信用組合中山支店2階会議室

縛全等の無料相談き各種年金・健康保険・雇用保険・労災保険など　7月13日田

午前10時～午後4時　中央公民館第1集会室　千葉県社会保険労務土合船橋支部

（き⑩4000）
ぞ青少年相談事毎月第2火曜日　午前10時～午後3時　市役所702会議室

申込み育少年課（廿⑳・2903）　　　　　　　　　　　　（育少年課）

く出張ことも相談・ことばや知恵のおくれ、行動、性格、養育のことなど〉

7月4日中央公民館　予約魯⑮1631　　　　　　　（障害福祉課）

津慣生活相談・消費生活に関する苦情・相談〉消費生活センタ一筋⑳3008、

蛋市民法律相談さ毎週目～金曜日（予約制）市役所1階相談室

午前9時30分～午後3時30分申込み広報公聴課含⑲2020　（広報公聴課）

≪行政相談・国県市公団をどの仕事の要望をど》　7月4日（札11日榊、18日

（木）市役所1階相談室　午後1時～4時　　　　　　　（広報公聴課）

≪人権相談〉7月3日（刺、10日㈱、17日（湘南役所1階相談室　午前10時～午

後3時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報公聴課）

≪市民生活相談〉毎週目～金曜日　午前9時30分～午後3時（広報公聴諜）
者交通事故相談〉毎過日～金曜日　午前9時30分～午後3時（広報公聴諜）

《労働相談室・労働に関する詰問酎毎月第2火曜日　午前10時～午後4時

市役所4階労働相談室　　　　　　　　　　　　　　　（商工振興課）

蛋高年齢者職業相談・求人と求職について〉毎週目・水・木・金曜日　午前

9時～午後4時　市役所4階職業相談室　　　　　　　（商工振興課）

蛋中小企業融資相談さ毎週目～土曜日　午前9時～午後4時（商工振興課は

午後5時まで、土曜は正午まで）　商工振興課、商工会議所北部支所き㊨

9944、丸山支所球⑲2817　　　　　　　　　　　　　　（商工振興課）

竃内報相談》毎週水・金曜日　午前10時～午後3時　厚生課内　（厚生課）

蛋結婚相談〉毎週火・木・土曜日　午前10時～午後3時　厚生課内結婚相談室

小さな一票あなたが選ぶ大きな力（警鵠葺）
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神
経
芽
細
胞
腫
不
児
が
ん
）

の
検
査
は
お
済
み
で
す
か
？

神
経
芽
細
胞
腫
は
、
子
ど
も
の

お
な
か
に
出
釆
る
ガ
ン
の
一
種
で
、

生
後
6
～
7
か
月
の
尿
検
査
で
発

見
で
き
ま
す
。
早
目
に
検
査
を
し

て
く
だ
さ
い
。
検
査
用
紙
は
n
V
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
○
保
健

指
導
課
、
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー

○
乳
児
健
康
相
談
日
に
会
場
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
保
健
指
導
課
）

1
歳
6
か
月
児
健
康
診
査

（
内
科
・
歯
科
）

ロ
今
月
の
該
当
者
昭
和
5
8
年
1
2
月

2
1
日
～
5
9
年
1
月
2
0
日
生
ま
れ
の

人
　
問
診
票
発
送
予
定
日
7
月
2
2

日
　
※
5
月
1
日
以
降
転
入
さ
れ
た

方
で
右
記
に
該
当
す
る
方
は
保
健

指
導
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

B
 
C
 
G
予
防
接
種

0
対
象
生
後
3
か
月
～
4
8
か
月
未

満
の
人
　
接
種
時
間
午
後
2
時
～

3
時
3
0
分
（
時
間
厳
守
）
　
日
程

左
表
の
と
お
り
　
持
ち
物
母
子
健

康
手
帳
・
問
診
票
（
予
防
接
種
手

帳
に
あ
り
ま
す
）
・
ス
リ
ッ
パ

次
の
よ
う
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
0
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
を
お

こ
し
た
人
　
○
病
後
で
体
が
襲
弱

し
て
い
る
人
　
○
ま
ん
延
性
の
皮

膚
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
　
0
1

週
間
以
内
に
他
の
予
防
接
種
（
麻

し
ん
、
ポ
リ
オ
、
お
た
ふ
く
カ
ゼ

な
ど
の
生
ワ
ク
チ
ン
は
1
か
月
以

内
）
を
受
け
た
人
　
他
　
※
く
わ

し
く
は
予
防
接
種
手
帳
の
「
禁
忌

事
項
」
を
事
前
に
お
読
み
く
だ
さ

乳児健康相談

ロ日程下表のとおり　受付晴間午前10時～

11時、午後1時～3時、内容身体計測、育児

相談、離乳食相談、歯の相談　持ってくる

もの母子健康手帳、バスタオル、スリッパ（中

央保健センターのみ）問合せ保健指導課

日　 程 会　　　　 場 対　　　 象

ガ （印 東部保健センター

％ ㈹ 中央保健センター

％ 胤 東 部　 公　 民 館 3 ～10か月児

％ （月） 中央保健センター i 卜 10霊 芸生

％ 也 東部保健センター

％ ㈹ 小　 室　 公　 民　 館 3 ～10か月児

鬼 胴） 中央保健センター l 卜 10芸孟芸生

鬼 休） 東部保健センター

い
。
又
、
当
日
は
出
か
け
る
前
に

体
温
を
必
ず
計
り
、
必
要
に
よ
っ

て
は
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
　
（
健
康
管
理
課
）

3
歳
児
の
健
康
診
査

口
対
象
5
7
年
4
月
生
ま
れ
の
人

日
程
左
表
の
と
お
り
（
第
一
週
目

が
木
曜
日
に
変
わ
り
ま
し
た
）

受
付
時
間
午
後
1
時
～
2
時
1
5
分

会
場
船
橋
保
健
所
　
持
っ
て
く
る

も
の
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

通
知
ハ
ガ
キ
　
※
6
月
1
日
以
降

に
転
入
さ
れ
た
方
、
及
び
4
月
生

ま
れ
で
7
月
6
日
田
ま
で
に
通
知

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
問
合
せ

船
橋
保
健
所
（
l
Ⅲ
㊨
4
1
9
1
）
へ

は
し
か
の
予
防
接
種
は

お

近

く

の

病

院

で

ロ
は
し
か
の
予
防
接
種
は
、
今
年

4
月
か
ら
市
内
の
協
力
医
療
機
関

で
個
別
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
接
種
日
は
、
医
療
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

◎
3
月
1
日
以
降
に
生
後
1
2
か
月

を
迎
え
た
お
子
さ
ん
に
個
別
に
通

知
を
し
て
い
ま
す
。

◎
す
で
に
生
後
1
2
か
月
を
経
過
し
、

麻
し
ん
に
か
か
っ
た
・
こ
と
の
な
い

人
や
、
は
し
か
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
保
護
者

名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
健
康

管
理
課
予
防
係
（
〒
2
7
3
湊
町
2
～

1

0

～

2

5

）

　

へ

。

※

7

月

・

8

月

は

堅三二…吉澤軍
健

　

康

　

講

　

座

こ
ど
も
の
病
気
と
事
故

0
日
時
・
場
所
7
月
9
日
㈹
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
、
7
月
1
6
日
㈹
東

部
保
健
セ
ン
タ
ー
午
後
1
時
～
3

時
3
0
分
　
内
容
映
画
・
講
話
　
講

師
中
央
8
松
永
成
三
郎
先
生
　
東

部
8
鈴
木
太
郎
先
生
　
申
込
み
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
は
保
健
指
導
課

き
⑲
2
3
8
2
へ
、
東
部
保
健
セ

ン

タ

ー

き

⑳

1

3

8

3

（
保
健
指
導
課
）

妊
婦
、
乳
児
一
般
健
康
診
査
の

無
料
受
診
寮
を
発
行
し
て
い
ま
す

○
県
外
で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
転
入
さ
れ
た
妊
婦
・
乳

児
が
、
県
内
の
医
療
機
関
で
無
料

で
健
康
診
査
が
で
き
る
受
診
票

（
妊
婦
は
妊
娠
中
に
2
回
、
乳
児
は

3

～

6

か

月

、

9

～

1

1

か

月

の

間

に
各
1
回
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所
○
保
健
指
導
課
　
○
東

部
保
健
セ
ン
タ
ー
　
○
乳
児
健
康

相
談
の
会
場
　
※
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
　
　
　
（
保
健
指
導
課
）

市
役
所
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
付
血
圧
計

～
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
婦
に

よ
る
健
康
相
談
も
併
せ
て
行

っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
お
い

で
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
血
圧
計
は
東
部

保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

利
用
時
間
月
～
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
5

時
（
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
）

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

l ㈱ 一内 （全）、古作町、葛飾町、本邸町、

二子町、東中山、本中山、醇原町

％

上山町、馬込町、旭町、前貝塚町、

行田町、貴兄 （全）、東町、米 ケ崎町、

高根町、金杉台、三咲町、薬園台町、

沌台町、前原 （全）、中野木町、飯山

満町、七林町、神保町、八木 が谷町、

㈱ 大神保町、小室町、小野田町、車方

町、鈴身町、豊富町、金堀町、楠が

山町、大穴町、古和釜町、坪井町、

西習志野

％ 習志野台、薬円台、高根台、松が丘、

緑台、二宮、南海神、日の出、栄町、

㈱
西浦、高瀬町、潮見町、芝山

％ 丸山、三山、田書野井、習志野、新

高根、高野台、八木が谷、みやぎ台、

咲が丘、二和 （全人三咲、南三咲、

㈱ 金杉、行田、大穴南、大穴北

健診日 対　　 象　　 地　　 区

％
宮本 （全入東船橋、市場、浜町、若

松、淳町、南本町、本町、北本町、
海神 （全）、山手、西船、山野町、印

㈱ 内 （全）、古作町、葛飾町、本邸町、

二子町、東中山、本中山、醇原町

予
防
接
種
を
行
い
ま
せ
ん
。

夏
休
み
歯
み
が
き
教
室

0
日
時
7
月
2
5
日
㈱
①
午
前
1
0
時
～

1
0
時
3
0
分
⑧
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

場
所
社
会
福
祉
会
館
3
階
　
内
容

歯
み
が
き
指
導
、
フ
ッ
素
塗
布
、

保
護
者
の
歯
科
健
診
他
　
対
象
小

学
l
～
6
年
生
の
親
子
　
申
込
み

7
月
2
5
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
保
護
者
・
児
童
名
、
小
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保
護
者

の
歯
科
健
診
希
望
の
有
無
、
午
前
・

午
後
の
希
望
及
び
「
夏
休
み
歯
み

が
き
教
室
申
込
み
」
を
明
記
し
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒
2
7
3
海
神

2

～

1

3

～

2

5

廿

⑳

2

1

1

1

）

　

へ

子
宮
翠
姦
晋
診

0
対
象
3
0
歳
以
上
の
市
民
（
子
宮

全
摘
除
術
を
受
け
た
人
を
除
く
）

内
容
講
義
、
問
診
、
細
胞
診
　
場

所
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
検
診
の
申
込
み
）
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
及

び
希
望
の
検
診
名
（
子
宮
頸
が
ん

は
個
別
か
集
団
の
別
）
を
明
記
し
、

健
康
管
理
課
へ

婦
人
の
健
康
づ
く
り
教
室

家
族
の
健
康
管
理
者
で
あ
る
主

婦
を
対
象
に
、
開
き
ま
す
。

□
日
程
左
表
の
と
お
り
　
時
間

午
後
1
時
2
0
分
～
3
時
3
0
分
（
2
5

日
は
1
時
か
ら
）
　
会
場
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
　
定
員
4
0
人
　
申
込

み
電
話
で
保
健
指
導
課
へ

曲
目
膚
欄
　
工
・
い
＝

胃
　
が
　
ん
　
検
　
診

0
対
象
4
0
歳
以
上
の
市
民
（
胃
の

病
気
で
通
院
中
か
、
過
去
に
胃
の

手
術
を
受
け
た
人
を
除
く
）
　
内

容
問
診
、
Ⅹ
緩
間
接
撮
影
　
場
所

中
央
保
健
セ
ン
タ
1

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

0
対
象
1
6
歳
以
上
の
市
民
（
学
生

及
び
通
院
中
の
人
は
除
く
）
　
内

容
医
師
の
指
導
に
よ
る
体
力
測
定
、

運
動
・
栄
養
面
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提

供
他
　
場
所
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
1
5
0
0
円
　
申
込
み
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
及
び
「
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

申
込
み
」
と
明
記
し
、
市
役
所
健

康
管
理
課
へ

期　 日 内　　　　　　 容 もって くるもの

％ ㈱ 個別健康相談 葦
タオル

体操のできる服装

体力測定 記
用

力i㈱ 家族の健康管理と主婦の役割

ス トレ ッチ体操 具

ス％ （村 成人病予防について

乳癌の自己検診法 リ

ツ
％ ㈱ バランスのとれた食事 エプロン・三角巾

調理実習、みそ汁の塩分測定 ノヾ ふきん1 枚

台
所
用
晶
を
清
潔
に

ま
な
板
は
細
菌
に
と
っ
て
格

好
の
　
〝
す
み
か
〃
で
す
。
特
に

包
丁
の
切
り
傷
の
中
に
入
り
込

ん
だ
細
菌
を
取
り
除
く
に

は
、
水
洗
い
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。
使
用
後
は
良

く
洗
い
、
熱
湯
を
か
け
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
又
、

天
気
の
よ
い
と
き
は
陽
に

当
て
る
な
ど
し
て
、
日
光

消
毒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ふ
き
ん
・
台
ふ
き
ん
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
う
も
の

で
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず
熱

湯
消
毒
し
、
日
光
に
当
て

て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
の
過
信

は
禁
物
で
す

庫
内
は
普
通
1
0
度
以
下
で
す
が
、

ド
ア
の
開
閉
が
ひ
ん
ば
ん
だ
っ

た
り
、
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ

る
と
、
庫
内
の
温
度
は
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
冷

蔵
庫
の
中
で
も
も
の
は
腐

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

②
　
庫
内
の
温
度
を
上
げ
な

ら
　
い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

食中毒予防は
台所の衛生管理か

点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
屍
の
開
閉
は
な
る
べ
く

少
な
く
す
る
。

▽
食
品
を
詰
め
す
ぎ
な
い
。

冷
気
の
流
れ
が
悪
く
在
り
、

庫
内
の
温
度
が
上
が
り
ま

す
。又

、
い
ろ
い
ろ
な
食
品

が
む
き
出
し
の
ま
ま
重
な

り
合
っ
て
い
る
と
、
細
菌

が
ほ
か
の
食
品
に
つ
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
は
、
冷
蔵
庫
の

中
に
入
れ
て
お
け
ば
腐
ら
な
い

ー
　
と
安
心
し
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

細
菌
は
、
摂
氏
1
0
度
を
越
え

る
と
増
え
は
じ
め
ま
す
。
冷
蔵

肉
や
野
菜
を
ラ
ッ
プ
に
包

ん
だ
り
、
ふ
た
付
き
の
容
器
に

入
れ
、
食
品
を
区
分
し
て
保
存

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
、
お
宅
の
台
所
を

見
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
㌣

無
料
医
療
相
談

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
療

相
談
外
来
室
を
設
け
、
次
の
よ

う
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
医
師
に
よ
る
相
談
）

0
日
時
毎
週
月
～
金
曜
日
午
後

2
時
～
4
時
　
内
容
特
殊
な
病

気
の
専
門
医
へ
の
紹
介
、
治
療

上
の
問
電
他
　
担
当
船
橋
市
医

師
会
会
員

（
医
療
ソ
ー
ン
ヤ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
相
談
）

ロ
日
時
毎
週
月
～
金
曜
日
午
前

9
時
～
午
後
4
時
　
内
容
各
種

福
祉
制
度
の
活
用
、
経
済
的
問

題
他

問
合
せ
　
医
療
セ
ン
タ
ー
医
事

課
（
a
⑳
3
3
2
1
）
へ

呂べ宅ク甘雪嶺毒　日　程　表

実　 施　 会　 場 ツベルクリン接種 ツベルクリン判定と
B　C　G　接　種

小　 室　 小　 学　 校 7 月 8 日（月） 7 月10 日（水 ）

高 根 公 団 東 集 会 所 7 月 8 日（月） 7 月10 日（水 ）

芝山団地 2 丁目集会所 7 月 8 日（月 ） 7 月10 日（水 ）

緑台 グ リー ンハ イツ
7 月 9 【】（火 ） 7 月l l EI （フ相
（グ リー ンハ （緑台禰 祉 セ

イ ツ集 会所 ） ン ダー）

夏　 見　 公　 民　 館 7 月 9 日（火 ） 7 月1 1 日（木 ）

八 木 が 谷 公 民 館 7 月 9 日（火 ） 7 月1 1 日（木 ）

小　 乗　 原 小 学 校 7 月15 日（月） 7 月17 日（水 ）

者　 飾　 小　 学　 校 7 月15 日（月） 7 月17 日（水 ）

若 松 日日也 集 会 所 7 月15 日（月） 7 月17 日（水 ）

二　 和　 公　 民　 館 7 月16 日（火 ） 7 月18 日（木 ）

東　 部　 公　 民　 館 7 月16 日（火 ） 7 月18 日（木 ）

中 央 保 健 セ ン ター
（予　 備　 日）

7 月22 日（月） 7 月24 日（水 ）

7 月26 日（金 ）

※車でのご来場はご遠慮ください

人健康相談
0
日
程
・
会
場
下
表
の
と
お
り

内
容
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
健

康
相
談
　
対
象
年
齢
を
問
わ
ず

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
東

部
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
と
き

は
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

問
合
せ
　
保
健
指
導
課
。

（霊譜警晶慧讐霊交付）

、、鐸 穫 会　 場　 名 時　　　　　 間

ガ ⑯ 東部 保健 セ ンタ ー 午前 10 時3 0分 一午 後 3 時
★母 子 健康 手帳 交 付

し．％ 鴫 大　 宮 町 会　 館 午前 1 0時 ～1 1時 3 0分
㊨胸 部 レン トゲ ン撮 影

r卿 東部 保健 セ ン ター 午 前1 0時3 0分 ～午 後 3 時
★母 子 健康 手 帳 交付

掬 率 二 和　 公　 民　 館 午前 1 0時3 0分 ～午 後 3 時

；．革 ㈱ 三　 田　 公　 民　 館 午前 1 0時3 0分 ～午 後 3 時

；ご癖 中央 保 健 セ ン ター 午前 9 時3 0分 ～1 2時

男破 、八木 が 谷 公 民 館 午 前1 0時3 0分 ～午 後 3 時

訪 越 山 手 い こ い の 家 午前 1 0時3 0分 ～午 後 3 時

鬼 鮒 熊　 野　 会　 館 牛 酪1鴫 、 午後 3 時

㍉ † 芝　 山　 プ　 ラ　 ザ 午前 1 0時 、1 2時

．施 療 浜　 町　 公　 民　 館 午前 1 0時3 0分 ～午 後 3 時

淘 薗 高根 公 団東 集 会所 午前 1 0時3 0分 ～午 後 3 時

塞 藤 東部 保健 セ ン ター 午 前1 0時3 0分 ～午 後 3 時
★母 子 健康 手 帳交 付

′先 鋒 市場 三 丁 目集 会埼 午 前1 0時 ～午後 3 時

塚 御 …葛 飾 自 治 会 館 午後 1 時～ 3 時

…、露 捌 セ キス イ 自治 会館 午後 1 時～ 3 時

！一義 彿 行 田 陣 地 集 会 場 午後 1 時～ 3 時

′＿堪 躯 松 が丘児 童 ホ ー ム 午前 10 時3 0分 ～午 後 3 時

、％ 彿 東　 部　 公　 民　 館 午前 10 時3 0分 ～午 後 3 時

㌔ ∵
芝 山 6 丁 目 会 館 午後 1 時 ～ 午後 3 時

義 郎 東 部 保健 セ ンタ ー 午前 10 時3 0分 ～午 後 3 時
★ 母子 健 康手 帳 交付

潔 ＋ ，中　 央 公 民 館 午前 10時 3 0分 一午 後 3 時

％ 掬 海 老 が 作 公 民 館 午前 10時 3 0分 ～午 後 3 時

光 軸 夏　 見　 公∴民 ：結 午前 10時 3 0分～ 午 後 3 時

；鬼 趣 飯 山 滴 公 民 館 午前 10時 3 0分～ 午 後 3 時

鬼 頭 習 志 野 台 公 民 館 午 前 10時 3 0分～ 午 後 3 時

潔 絢 東 部 保健 セ ンター 午前 10時 3 0分～ 午 後 3 時
★母 子 健康 手 帳交 付

幸でのご来場はご遠慮ください

7
月
7
日
は
市
長
選
挙
の
投

票
日
。
こ
の
と
こ
ろ
干
葉
県
内

の
各
種
選
挙
で
は
、
投
票
率
の

低
さ
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
選
挙
権
は
2
0
歳
以
上
の

お
と
な
に
与
え
ら
れ
た
、
国
民

と
し
て
の
大
切
な
権
利
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
多
額
納
税
者
に
し

か
選
挙
権
が
な
く
、
女
子
も
含

め
て
平
等
な
並
日
通
選
挙
権
が
認

め
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と

で
、
日
本
の
長
い
歴
史
の
尺
度

で
み
る
と
つ
い
最
近
の
こ
と
と

い
え
る
。
今
号
に
も
こ
ど
も
た

ち
の
選
挙
に
つ
い
て
の
標
語
を

掲
載
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
に
笑

わ
れ
な
い
よ
う
、
大
切
な
選
挙

権
を
あ
な
た
の
た
め
に
、
こ
ど

も
達
の
未
来
の
た
め
に
行
使
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

7月7日は市長選挙の投票日ですj　大事な一票捨てるなみんなのまちづく．り（譜鐙）


